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はじめに

当財団の前身である財団法人かながわ考古学財団は、 1993（平成

5)年 10月 21日に神奈川県によって設立されました。今年で 20周

年を迎えることとなります。

この研究紀要は、 1990（平成 2)年 11月に神奈川県立埋蔵文化財

センターによって刊行された『かながわの考古学』第 1集から受け

継がれてきたものです。神奈川県立埋蔵文化財センターが刊行した

『かながわの考古学』は、 1995（平成7)年 11月の第5号で終刊と

なりましたが、 1996（平成 8)年 3月には神奈川県立埋蔵文化財セ

ンターと財団法人かながわ考古学財団によって新たに研究紀要 1

『かながわの考古学』が刊行されました。二つの機関による刊行は

1999（平成 11)年3月の研究紀要4まで続き、研究紀要5からは財

団法人かながわ考古学財団の刊行物となりました。

さらに公益財団法人に移行し、 2012（平成 24)年の研究紀要 17か

らは公益財団法人かながわ考古学財団として刊行を続けています。

神奈川県の組織改編や当財団の変遷にかかわらず、「かながわの考

古学」は神奈川県内の考古学に関する資料を提供しており、研究の

成果を問うています。記念すべきこの年に当たり、今後もこの姿勢

を保っていきたいと考えていますので、ご高評、ご批判をお待ちし

ております。

2013（平成 25)年 3月

公益財団法人かながわ考古学財団
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例

1. 本書は、公益財団法人かながわ考古学財団の職員で構成する研究プロジェク トチームが、時代ごとに共

同研究を行った結果を掲載するものである。

2. 各研究プロジェクトチームの構成は以下のとおりである（五十音順 ・◎はプロジェク トリーダー、0は

サブリ ーダーを示す）。

・旧石器（先土器・岩宿）時代研究プロジェクトチーム

井関文明 ・◎大塚健一 ・栗原伸好 ・鈴木次郎・ 畠中俊明 ・0三瓶裕司 ・脇 幸生

・縄文時代研究プロジェクトチーム

◎阿部友寿 · O天野賢一 • 井辺一徳 • 岡 稔 ・小川岳人

・弥生時代研究プロジェクトチーム

飯塚美保 ・◎池田 治 ・ 櫻井真貴 ・ 新開基史 ・ 戸羽康一 • O渡辺 外

・古墳時代研究プロジェクトチーム

◎植山英史 • O柏木善治 ・小西絵美 ・新山保和

•奈良•平安時代研究プロジェクトチーム

◎加藤久美 ・川嶋実佳子 ・ 齊藤真一 • O相良英樹 ・諏訪間直子 ・高橋 香 ・中田 英 • 宮井香

・中世研究プロジェクトチーム

◎松葉崇 ・0宮坂淳一

・近世研究プロジェクトチーム

◎木村吉行

3. 中世研究プロジェクトチームと近世研究プロジェク トチームは合同で研究を行い、 いずれかの研究成果

を報告するものとし、今回は中世を掲載することにした。



神奈川県における旧石器時代の遺物分布（その 6)

-B2層一

旧石器時代研究プロジェクトチーム

はじめに

当プロジェク トでは、 1996年のかながわ考古学財団研究紀要発刊より 6ヶ年にわたり「旧石器時代後半に

おける石器群の諸問題」と題して、資料集成を行い、集成データを元にした傾向や問題点の抽出を行い、相

模野編年や遺跡間接合資料についても検討を行ってきた。その後は、「神奈川県内における旧石器時代の遺構」

として、やはり 6ヶ年をかけて資料の集成と、そのまとめを行ってきた。2007年度からは、「神奈川県にお

ける旧石器時代の遺物分布」として資料集成を開始しており、これまでにLlH層～LlS層から始まり、

前年度はBl層～L2層出土石器群を対象と して、 その分布状態の集成結果の一部を掲載するとともに、集

成結果から若干のまとめを行った。今後、全ての集成作業が終了した後に、全体を通しての総括を行う予定

である。

今年度は、昨年度までにB1層～L2層までの集成とまとめが終了したため、更に下層のB2層出土遺物

を対象と して、 集成作業を行った。昨年度までのB1層～L2層同様、本層位帰属の追物も多く 、本年度は

集成結果のみの掲載となる。次年度以降にま とめ等の作業を行う予定である。 （大塚）

第 1表 B2層の遺物分布

出土
文 調査 各 分布

石器 分布 分布 備考
No. 遺跡名 化 面稼 集中 範囲 器種組成 石材組成

層位
層 (mり No. (m) 

点数 密度 状態 （共伴迫構など）

ナ6、尖様I、
黒、細凝、

70 栗原中丸 B2U VJ 12000 I 8. OX3 0 31 I. 29 散漫 RF2、UFl、 粘、玄
Fl6、Ch4、磨l

ナ、楔、核、
黒、細凝、粘

70 栗原中丸 B2LLL VII 12000 I 8. OX8 0 16 0. 25 散没 （文化陪全
F、Ch

体）
黒、細凝、粘

70 栗原中丸 B2LLL WI 12000 2 0 5XO 8 10 25. 00 集中 掻、 F、Ch （文化恩全
体）
黒、細凝、粘

70 栗原中丸 B2LLL VII 12000 3 3. 3X 3. 5 II 0. 95 散没 ナ、核、 F、Ch （文化層全
体）

73 
かしわ台

B2U w 3800 I 4. OXO. I 4 10. 00 散没 UF、F 黒
駅前

73 
かしわ台

B2LM V 3800 1 4. 5X l. 0 7 I 56 散没 F、核 凝
駅前

黒、硬細凝、
ナ5、錐l、削 チ、頁、ガ黒

74 
柏ヶ谷

B2LU WI 1 9 OX6 0 67 I. 24 散没
l、UFl、RF2、 安、ホ、結晶

長ヲサ F51、Chi、斧 片岩、珪質岩
l、核4 （文化暦全

体）

黒、硬細凝、

ナ4、削2、
チ、頁、ガ黒

柏ヶ谷 安、ホ、結晶
74 
長ヲサ

B2LU VII 2 径6.0 164 5. 80 散没 Fl39、Chl4、核 片岩、珪質岩
5 

（文化屈全
体）

黒、硬細凝、
チ、頁、ガ黒

74 
柏ヶ谷

B2LU WI 3 1.6Xl.0 3 I. 88 散漫 F3 
安、ホ、結晶

長ヲサ 片岩、珪質岩
（文化恩全
体）
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旧石器時代研究プロジェクトチーム

出土
文 調査 各 分布

石器 分布 分布 器種組成 石材組成 備考No. 遺跡名
層位
化 面積 集中 範囲

点数 密度 状態 (※ 1) (※ 2) （共伴遺構など）
層 (m2) No. (m) 

柏ヶ谷
ナ5、削2、掻 黒、ガ黒安、

74 B2UU VI I 径4.0 75 5. 97 散漫 l、磨1、RF!、 細斑、硬細 礫群1~4
長ヲサ

F47、Chl8 凝、安

柏ヶ谷
ナ5、錐1、削 黒、ガ黒安、

74 B2UU VI 2 8.0X5.6 76 1. 69 散漫 1、磨1、RFl、 細斑、硬細 礫群5~8
長ヲサ

F53、ChlO、核4凝、安

74 
柏ヶ谷

B2UU VI 
遺楠

36 ナ3、楔1、F32 遺構外
長ヲサ 外

黒40、チ18、
ナ16、角2、削 珪頁11、珪質

柏ヶ谷
7、磨10、敲3、 岩2、ヒン2、

74 B2LU VIII 1 径40 866 68 94 密集 台l、RFl、 ホ91、硬細凝 礫群3~9
長ヲサ

UFl、F674、 629、流50、ガ
Chl20、核31 黒安10、不明

13 

柏ヶ谷 ナ1、磨1、
黒10、ガ黒安

74 
長ヲサ

B2LU Vlll 2 径6.0 31 l. 09 散漫
F24、Ch2、核3

6、硬細凝14、
不明l

柏ヶ谷
極め

ホ1、硬細凝
74 B2LU VIII 3 径7.0 6 0. 15 て F5、核l
長ヲサ

散漫
4、不明l

柏ヶ谷
極め

黒l、硬細凝
74 
長ヲサ

82LU VIII 4 径80 5 0. 09 て F4、Chi
l、不明3

散漫

柏ヶ谷 磨1、F40、
黒8、硬細凝

74 82LU Vlll 5 径10.0 45 0. 57 散漫 30、ガ黒安6、 礫群10~12
長ヲサ Ch2、核2

不明1

74 
柏ヶ谷

B2LU VIll 6 径60 II 0 38 散漫 FIO、Chi 不明11
長ヲサ

ナ6、彫3、錐

74 
柏ヶ谷

B2LU vm 7 径8.0 154 3. 06 
やや 1、RF!、UFJ、 黒31、硬細凝

長ヲサ 散漫 FllO、Ch23、核 113、ガ黒安10， 
黒9、ガ黒安

74 
柏ヶ谷

B2LM IX I 径10 27 0. 34 散漫
ナ1、F20、 4、チ2、硬細

長ヲサ Ch3、敲1、核2 凝II、デイサ
イト1

柏ヶ谷 ナ2、UFl、
黒12、ガ黒安

74 
長ヲサ

B2LM IX 2 径4.0 73 5. 81 集中
F65、Ch2、核3

2、ホ16、硬細
凝42、黒頁l

ナ4、UF1、敲
黒41、鉄石英

74 
柏ヶ谷

B2LM IX 3 径4.0 131 10. 43 集中 l、F109、Ch7、
1、ガ黒安2、

長ヲサ 流2、ホ24、硬
核9

細凝61

柏ヶ谷 削l、UFI、
黒4、ホ2、ガ

74 
長ヲサ

B2LM IX 4 径4.0 20 1. 59 散漫
Fl5、核3

黒安2、硬細凝
12 

ナ41、角1、尖
黒272、ガ黒安
61、ホ17、チ

2、掻2、削4、
2、硬細凝

74 
柏ヶ谷

B2LM IX 5 径16.0 718 3. 57 集中
UFl、RF5、敲

287、流1、珪
長ヲサ l、F593、

Ch44、核21、磨
頁1、粘1、黒
頁72、安l、不

3 
明3

ナ5、削2、
黒77、ガ黒安

74 
柏ヶ谷

B2LM IX 6 径8.0 247 4. 92 集中
UFJ、RF!、

80、ホ18、硬
長ヲサ F220、Ch3、核

細凝68、中凝3
14、原石I
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神奈川県における旧石器時代の遺物分布（その 6)

出土
文 調査 各 分布

石器 分布 分布 器種組成 石材組成 備考
No. 遺跡名

層位
化 面積 集中 範囲

点数 密度 状態 (※ 1) (※ 2) （共伴遺構など）
層 （ポ） No. (m) 

黒5、ガ黒安
柏ヶ谷

B2LM IX 7 径10.0 68 0. 87 散漫
ナl、RF!、 5、ホ3、硬細

74 
長ヲサ F61、核5 凝53、流凝l、

細安l

ナ4、彫l、削
黒80、ガ黒安

柏ヶ谷
B2LM IX 8 径16.0 163 0. 81 散漫

2、掻l、RFl、
42、ホ8、硬細74 

長ヲサ UF2、磨7、
Fl32、Ch4、核9

凝26、不明7

ナ7、角l、削
黒92、ガ黒安

柏ヶ谷
l、掻l、RFl、

40、硬細凝
B2LM IX ， 径8.0 181 3 60 散漫 UF6、敲l、磨74 

長ヲサ 45、珪頁2、不
2、Fl46、Ch3、
核10

明2

ナ12、削2、掻 黒93、ガ黒安

柏ヶ谷
B2LM IX 10 径80 215 4. 28 集中

1、楔l、磨l、 30、ホ12、チ
74 
長ヲサ Fl85、Ch4、核 2、硬細凝76、

8、原石l 瑚l、不明l

ナ5、削l、敲
黒76、ガ黒安

柏ヶ谷
B2LM IX 11 4 ox 12 0 134 2. 79 散漫 2、磨8、Fl09、 4、ホ3、チ2、74 

長ヲサ 硬細凝39、珪
Ch5、核4

質岩l、黒頁l

ナ8、削3、
黒35、ガ黒安

柏ヶ谷
B2LM IX 12 16. oxs. 0 179 1. 40 散漫 RF!、UFI、敲 96、ホ14、硬74 

長ヲサ l、Fl55、Chl、
核9

細凝33、中凝l

柏ヶ谷 ナl、磨l、
黒6、ガ黒安

74 B2LM IX 13 径4.0 21 1. 67 散漫 7、ホl、硬細
長ヲサ Fl7、核2

凝6、不明l

黒106、ガ黒安

ナ8、削2、掻
19、ホ5、チ

柏ヶ谷
B2LM IX 14 径10.0 177 2. 25 散漫 2、RF2、UFI、

10、硬細凝
74 
長ヲサ 28、流l、理

Fl56、Chi、核5
l、珪質岩6、
黒頁1

柏ヶ谷
ナ1、UFl、楔

黒50、ホl、チ
74 
長ヲサ

B2LM IX 15 径8.0 72 1. 43 散漫 1、磨11、F56、
l、硬細凝9

核1、原石l

柏ヶ谷 敲1、F70、
黒48、ガ黒安

74 B2LM IX 16 径8.0 81 1. 61 散漫 4、硬細疑24、
長ヲサ Ch3、核7

安l、珪頁4

ナ4、削1、
黒77、ガ黒安

74 
柏ヶ谷

B2LM IX 17 径8.0 97 1. 93 散漫
RF!、UFJ、楔

7、ホl、硬細
長ヲサ 1、F77、Chll、

凝12
原石l

ナ1、削2、掻
黒21、ガ黒安
14、ホ2、チ

74 
柏ヶ谷

B2LM IX 18 径8.0 75 1 49 散漫
1、RFl、UFl、

1、硬細凝27、
長ヲサ 磨9、F57、

珪質岩l、不明
Ch]、核2 ， 

柏ヶ谷
B2LM IX 19 径6.0 45 1. 59 散漫

錐1、RF!、 黒34、ガ黒安
74 
長ヲサ F40、Ch2、核l 2、硬細凝9

黒7、ガ黒安
柏ヶ谷

B2LM IX 20 径12.0 39 0. 35 散漫
ナ2、削3、掻 10、チl、硬細

74 
長ヲサ 3、F28、核3 凝18、流2、不

明1

柏ヶ谷 ナ3、敲l、
黒6、ガ黒安

74 B2LM IX 21 径4.0 33 2. 63 散漫 7、チl、硬細
長ヲサ F26、Ch2、核l

凝18、安l

柏ヶ谷
B2LM IX 22 径6.0 11 0. 39 散漫 F7、Ch3、核1

黒6、ガ黒安
74 
長ヲサ l、硬細凝4
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旧石器時代研究プロジェクトチーム

出土
文 調査 各 分布

石器 分布 分布 器種組成 石材組成 備考
No. 迫跡名

層位
化 面積 集中 範囲

点数 密度 状態 (※ 1) (※ 2) （共伴遺構など）
層 (m'） No. (m) 

柏ヶ谷
ナ3、RF2、敲 黒13、ガ黒安

74 
長ヲサ

B2LM IX 23 径12.0 33 0. 29 散漫 l、F22、Ch3、 2、ホ2、硬細
核2 凝16

柏ヶ谷
黒l、ガ黒安

74 
長ヲサ

B2LM IX 24 径4.0 15 l. 19 散漫 磨6、F7、核2 ］、チ2、硬細
凝5、不明6

柏ヶ谷 17. ox ナ2、角l、削
黒、ガ黒安、

74 
長ヲサ

B2LL X 1 
11. 0 

84 0. 45 散漫 1、掻2、RF2、
硬細凝、他

礫群12~17、配石10
F64、Ch3、核9

ナ10、角l、削

柏ヶ谷 20. ox 4、掻1、RFl、
黒、ガ黒安、 礫群6~9• 11、配石6

74 
長ヲサ

B2LL X 2 
12. 0 

163 0. 67 散漫 UF2、FJ26、
硬細疑、他 ~9 

Ch4、核13、原
石l

黒、ガ黒安、

74 
柏ヶ谷

B2LL X 3 11 0. 88 散漫 F9、核2
流、ホ、チ、

長ヲサ 硬細凝（文化

層全体）

黒、ガ黒安、

74 
柏ヶ谷

B2LL X 4 11 0. 88 散漫 F8、核3
流、ホ、チ、

長ヲサ 硬細凝（文化
階全体）

74 
柏ヶ谷

B2LLL XI 単 不明 ナ ・ 角 • F 
長ヲサ

月見野上野 B2U-
約 ナ1・角2

81 珊 8500 I 3 OX2. 0 47 7 83 集中 (3) ・角未l 黒3.玄44
第1地点 B2L境

/4 (3) F39 

月見野上野 B2U-
約

81 
第1地点 B2L境

VIII 8500 外 2 ナI・ UFJ 黒1・凝l

/4 

87 長堀南 B2LU VI 5300 1 4. 2X 3. 0 21 1. 66 散没
角I.スク ］．

黒 • 他
RFl ・ Fl6・核2

ナ7、角9、スク

92 
上草柳

82LU II 248 A 6. 3 X5. 6 546 15. 51 密集
5、RF!、UF2、 黒540、チ1、

第2地点 F320、Chl97、 玄1、頁4
核3、不明2

92 
上草柳

B2LU ll 248 B 8 3X7 5 20 0 32 散漫
ナ2、角1、

黒19、不明l
第2地点 Fl3、Ch3、核l

92 
上草柳

B2LU II 248 外 II 削I,F8、核2、 黒9、チl、水l
第2地点

96 寺尾
B2UL-
V 1200 1 2. ox I. 5 6 2. 00 散漫 ナ ・UF・ F ・ 玄 ・砂 ・輝

82LUU 核・磨

99 早川天神森 B2LU VI 3850 I 3 F、敲、礫片 黒、玄、細凝

99 早川天神森 B2LU VI 3850 2 15 OX8. 0 16 0. 13 散漫
掻2、磨3、F8、

黒、玄、細凝
核2、礫1

99 早川天神森 B2LU VI 3850 3 4 ox I. 0 21 5. 25 集中 磨l、核l、礫 ． 黒、玄、細
礫片19 凝、粗凝

102 吉岡c区 B2 1 径32 5 0. 62 散漫
ナl、切l、錐

黒2、硬細凝3
l、Fl、Chi

ナ1、削2、
102 吉岡c区 B2 2 径3.6 16 1. 57 散漫 UFl、FlO、 黒2、硬細凝14

Chi、核l

102 吉岡c区 B2 3 3. 3X2. 4 3 0. 38 散漫 磨l、台2 中凝l、斑2
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神奈川県における旧石器時代の遺物分布（その 6)

出土
文 調査 各 分布

石器 分布 分布 器種組成 石材組成 備考
No. 遺跡名 化 面積 集中 範囲

層位
層 (m2) No. (m) 

点数 密度 状態 (※ 1) (※ 2) （共伴遺構など）

ナl、切l、 黒l、硬細凝

102 吉岡c区 B2 4 3. 4 X 3. 0 27 2 65 散漫
RF!、Fl5、 20、中凝l、ガ

Chl、核4、礫器 黒安l、安1、

l、敲2、磨I ホl、斑2

角l、掻l、彫
硬細凝12、中

102 吉岡c区 B2 5 径35 20 2. 08 散漫
l、RFl、UFl、

凝2、ガ黒安
F7、核3、敲l、

磨4
l、安5

102 吉岡c区 B2 6 3. 2X I 8 4 0.69 散漫
切1、Chi、核

硬細凝3、ホ1
l、礫器1

102 吉岡c区 B2 7 径80 6 0. 12 散没
削l、F2、Ch2、

黒4、安1、ホl
磨l

102 吉岡c区 B2 8 径7.0 40 1. 04 散没
ナ2、掻2、楔 黒35、硬細凝

l、F9、Ch26 2、ガ黒安3

102 吉岡c区 B2 ， 4.6X2.2 8 0. 79 散漫 ナ1、角l、F3、 黒8
Ch2、核l

楔l、F1、敲l、
硬細凝l、中凝

102 吉岡c区 B2 JO 4. 6X3. 7 4 0 24 散漫
磨l

］、ガ黒安l、

砂l

102 吉岡c区 B2 II 径4.6 10 0. 60 散漫
RFl、F6、Ch2、

黒9、硬細凝l
核l

102 吉岡c区 B2 12 4.0X2.3 5 0. 54 散漫
切1、UFJ、F2、 黒l、硬細凝

核I 3、ガ黒安l

ナ3、切3、削 黒16、硬細凝

102 吉岡c区 B2 13 径5.6 20 0.81 散漫 2、RF2、F8、 2、ガ黒安1、

Chi、磨l 安l

102 吉岡c区 B2 14 3. 4X2. 0 12 I. 76 散漫
ナ］、 F3、Ch7、

黒12
核l

ナl、切1、彫

102 吉岡c区 B2 15 径4.0 28 2. 23 散漫
1、RFl、Fl5、 黒26、硬細凝

Ch6、核l、礫器 l、ホ1

l、敲l

102 吉岡c区 B2 16 2. 5 XI. 4 3 0. 86 散漫 UFJ、F2
珪頁1、黒頁

1、ガ黒安l

ナ5、切7、削

1、掻l、彫1、 黒70、硬細凝

102 吉岡c区 82 17 12. 7X8. I 75 0. 73 散漫 削片2、RF5、 l、ガ黒安l、

Fl9、Ch28、核 安l、ホ2

5、台1

切l、彫2、楔
黒12、チ15、

102 吉岡c区 82 18 7.0X5.7 38 0. 95 散漫
1、RF2、UFl、

硬細凝8、安
Fl3、Chl4、核

1、磨3
2、ホl

ナ4、切4、角
黒75、チ22、

l、削4、掻2、
硬細凝32、ガ

102 吉岡c区 B2 19 13. 2X7. 6 169 1. 68 散漫 彫3、RF4、
黒安11、安

F64、Ch41、核

14、磨25、台3
22、ホl、斑6

ナ1、削l、掻
黒46、チ2、硬

細凝7、中凝
l、RF2、UF2、

2、流凝l、頁
102 吉岡c区 B2 20 径13.7 103 0. 70 散漫 F29、Ch21、核

l、瑚l、ガ黒
6、皿1、磨36、

安3、安34、ホ
台1、砥l、原l

6 

切1、角1、削
黒3、硬細凝

102 吉岡c区 B2 21 9. 0 X 5 4 54 l. 11 散漫
2、掻5、彫l、

18、中凝2、ホ
RF l、F20、

Ch20、核3
6 
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旧石器時代研究プロジェクトチーム

出土
文 調査 各 分布

石器 分布 分布 器種組成 石材組成 備考
No. 遺跡名 化 面積 集中 範囲

層位
層 （面） No. (m) 

点数 密度 状態 (※ 1) (※ 2) （共伴逍構など）

102 吉岡c区 B2 22 2 2X I. 3 20 6. 99 集中
RFI、敲2、磨

黒l、安19
16、台l

102 吉岡c区 B2 23 6.0X2.5 4 0 27 散没 掻l、F3 黒l、硬細凝3

ナ1、切5、掻
6、RF2、UFl、 黒87、硬細凝

102 吉岡c区 B2 24 8. 6X7. 5 120 1. 86 散漫 F20、Ch59、核 4、ガ黒安6、
4、敲1、磨18、 安22
台3

102 吉岡c区 82 25 2. 8 X2. 3 4 o. 62 散漫 Fl、核2、磨l 黒1、硬細凝
2、安l

切l、RF!、
黒1、チ1、硬

102 吉岡c区 82 26 7.2X3.3 7 0. 29 散漫
Ch3、核l、磨l

細凝2、頁l、
ガ黒安l、安l

ナ3、切11、角
2、削3、掻4、 ガ黒安4、ホ

102 吉岡c区 B2 27 II 0X8 5 166 I 78 散漫
錐2、RF4、 11、黒105、硬
UFl、F45、 細凝16、中凝
Ch54、核8、敲 l、安29
1、磨28

ナ5、切10、角
4、掻16、楔l、

黒180、チl、
錐1、RF5、

硬細凝92、瑶
102 吉岡c区 B2 28 7.2X4.6 309 9. 33 集中 UF2、F88、

1、ガ黒安2、
Chl29、核16、

ホ1、安32
皿l、磨26、台
3、砥2

ナ2、切l、角
黒28、硬細凝

102 吉岡c区 B2 29 8. IX5 5 37 0. 83 散漫 l、RFI、FIO、
5、安4

Chl8、磨4

角l、掻l、
黒7、硬細疑

102 吉岡c区 B2 30 9. 7X4 5 23 0. 53 散漫 UFl、F7、Ch3、
5、安l0、ホl

皿1、磨9

ナ7、切4、角
2、削l、掻5、

黒105、チ2、

102 吉岡c区 B2 31 10. OX5. 2 138 2. 65 散漫
彫3、削片2、

硬細凝17、珪
RF6、UF2、

頁1、安9、ホ4
F40、Ch53、核
4、磨9

ナl、切4、削
4、掻2、RF7、 黒66、硬細凝

102 吉岡c区 B2 32 5. 9X 5. 5 181 5. 58 集中
UF2、F45、 28、瑶1、ガ黒
Ch34、核15、敲 安18、安67、
1、皿5、磨57、 ホl
台4

102 吉岡c区 B2 33 2. 6 X 1. 1 4 1. 40 散漫 磨4 安4

角l、削l、掻
黒9、硬細凝

102 吉岡c区 82 34 9. 4 X 5. 5 28 0. 54 散漫 4、彫2、F4、
8、安II

Ch3、核2、磨II

102 吉岡C区 82 35 2 4X I. 4 4 I. 19 散漫 錐1、RFl、F2
黒l、硬細凝
2、ホ1

102 吉岡c区 B2 36 7.9X3.5 56 I. 19 散漫
角l、FIO、 黒46、硬細凝

Ch41、核4 9、硬頁l

ナ6、切1、角
1、削2、掻4、 黒32、チ1、硬

103 吉岡D区 B2U 1 8. OX7. 0 85 1. 52 散漫
彫l、RF5、 細凝37、中凝
UF5、F36、 2、流凝2、ガ
Chl7、核5、礫 黒安7、ホ4
器l、敲l

ナ4、切3、角
黒73、チl、硬

103 吉岡D区 B2U 2 径4.6 75 4. 52 集中 3、彫l、RFll、
細凝l

UFl、F6、Ch46
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神奈川県における旧石器時代の遺物分布 （その6)

出土
文 調査 各 分布

石器 分布 分布 器種組成 石材組成 備考
No. 遺跡名 化 面積 集中 範囲

層位
層 （吋） No. (m) 

点数 密度 状態 (※1) (※ 2) （共伴迫構など）

103 吉岡D区 B2U 3 2. 2 X2. 0 16 3. 64 集中
F3、核l、

黒16
Chl2、核l

ナ1、F2、核4、
黒2、硬細凝

103 吉岡D区 82U 4 I. 5XO. 7 8 7. 62 集中
台l

4、ガ黒安l、
輝l

ナ1、切1、削
黒8、理1、ガ

103 吉岡D区 B2U 5 11. 2X5. 2 IO 0. 17 散漫 l、彫2、F4、
黒安l

Chi 

II 
（温

やや
ナ］、角l、掻l、

黒43、ガ黒安
171 原ロ 82 室A 73 1 4. 0 X2. 6 66 6. 30 

散漫
RFl、核1、F類

15、硬細凝8、
エリ 61 
ア）

中心

B2U-
部濃
ナ ・スク ・彫・ 凝・チ、安、

192 草柳一丁目 148 I 6. 2X5. 5 169 4. 96 く、
B2LU 

回り
RF. F・核 黒

散漫

266 小園前畑 330 A 径50 44 1 76 
散 ナ2、RF2、核 頁1、凝36、安
漫？ 5、F35 4、不明3

266 小園前畑 330 B 不明 5 ナ1、角？l、F3玄］、凝4

L2~ 
95 福田札ノ辻 B2U(B IV 144 I 2. 1 X 1 6 10 3. 00 集中 UF2、F2 黒10

2U) 

95 福田札ノ辻 B2L VJ 144 l l.6Xl.6 21 8 20 
やや
ナl、F20 黒21

密集

243 本入こざっ原 B2 JV 6200 1 2 5XO. 5 5 4. 00 密集
ナ］、角l、 黒2、凝l、頁l、
RF!、F2 ホl

274 地蔵坂 B2UU 1ヶ所 不明 54 
ナ・掻 •UF • 
RF・ F・核

274 地蔵坂 B2UL 3ヶ所 不明 94 
ナ ・削 •UF ・ 
RF・ F・核 ・磨

274 地蔵坂 B2LLL 1ヶ所 不明 ， ナ • RF · F・核

L2-

上土棚南
B2L 

275 (82U I 323 ]-] 径2.0 12 3. 00 散漫 核2、FIO チ7、ホ4、安l
6次

集
中）

L2-

上土棚南
B2L 

ナ、掻、削、 黒、安、他
275 (B2U I 323 1-2 不明

6次
集

核、F

中）

L2-

上土棚南
82L 

ナ、掻、削、 黒、凝、砂、
275 (B2U I 323 1-3 3 OX!O. 0 不明

6次
集

核、F 頁、他

中）

L2-

上土棚南
B2L 

角、ナ、掻、
ホ、黒、砂、

275 (B2U II 323 2-1 径5.0 不明 凝、チ、頁、
6次

集
削、彫、核、 F

安
中）
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旧石器時代研究プロジェクトチーム

出土
文 調査 各 分布

石器 分布 分布 器種組成 石材組成 備考
No. 迫跡名 化 面積 集中 範囲

層位
層 （対） No. (m) 

点数 密度 状態 (※ 1) (※ 2) （共伴逍構など）

L2-

上土棚南
B2L 

角、ナ、掻、 ホ、黒、疑、
275 (B2U JJ 323 2-2 4.0Xl2.0 不明

6次
集

削、彫、核、 F チ、頁、安

中）

B2U~ 
ナ7、袂入l、

308 高座渋谷団地
B2L 
V 2960 I 8. 0 X3. 0 96 4.00 集中 RFl、UFl、

F30、礫55

B2U~ 
ナ9・角l、スク

308 高座渋谷団地
B2L 
V 2960 2 6. 7 X3. 8 107 4. 20 散漫 l、RF8、UF3、

核6、F54、礫23

B2U~ 
ナ7、スク l、

308 高座渋谷団地
B2L 
V 2960 3 4. 4X3. 5 102 6. 60 散漫 RF2、UF2、核

4、F56、Ch30

308 高座渋谷団地
B2U~ 
V 2960 4 5 OX3. 4 47 2 76 

求心 ナ7、RF!、
B2L 的 F21、Chl8

B2U~ 
ナ2、スク l、

308 高座渋谷団地
B2L 
V 2960 5 3. 4X2. 2 27 3. 60 散漫 RF2、核4、

FJ3、Ch5

B2U~ 
北西
ナ3、RF3、核

308 高座渋谷団地 V 2960 6 5 OX4. 0 29 I 45 部に
82L 

偏る
1、F21、Chl

B2U~ 
南側
ナ5、スク 1、核

308 面座渋谷団地 V 2960 7 3 2X2 0 28 4.37 に偏
B2L 

る
1、Fll、ChlO

B2U~ 
ナ2、角1、

308 高座渋谷団地
B2L 
V 2960 8 径3.8 23 2. 03 散漫 RF3、UFJ、核

1、F14、Chi

B2U~ 
ナ4、スク3、

308 高座渋谷団地 V 2960 ， 4. ox 2. 4 23 2. 39 散漫 UF2、核2、F9、
B2L 

Ch3 

308 高座渋谷団地
B2U~ 
V 2960 10 5. ox I. 2 20 3. 33 散漫 ナ3、RF2,C2、

82L F9、Ch4

308 高座渋谷団地
B2U~ 
V 2960 11 6. OX4. 6 24 0. 86 散漫

ナ2、スク1、核
B2L 3、Fl4、Ch3

308 高座渋谷団地
B2U~ 
V 2960 12 6. 2X I. 6 7 0. 70 散在

ナl、尖2、
B2L RFl、F3

308 高座渋谷団地
B2U~ 
V 2960 13 2. 6X I. 8 7 I. 49 散没 F6、Chi

B2L 

308 高座渋谷団地
82U~ 
V 2960 14 ナ1、Fl

B2L 

327 
上草柳迫跡群

B2UL VIII 3849 I 5. ox 3. 0 7 0. 47 散漫 掻l、RFl、F5 凝l、チ3、頁3
大和配水池内

327 
上草柳遺跡群

B2UL VIll 3849 2 3. 1X2 3 10 I. 40 散漫 ナ2、RFI、F7 チ6、頁4
大和配水池内

327 
上草柳迫跡群

B2UL VIII 3849 3 2. ox 1. 3 5 I. 90 散漫 ナl、F4 チ3、頁2
大和配水池内

327 
上草柳迫跡群

B2UL VIII 3849 4 I. 3XO 9 5 4.27 散漫 ナl、F4 凝1、チ3、ホl
大和配水池内

327 
上草柳迫跡群

B2UL 珊 3849 5 3. ]XI. 7 8 I. 51 散漫
ナ］、掻l、F5、

黒3、凝2、チ3
大和配水池内 核l

327 
上草柳遺跡群

B2LL IX 3849 I 2. 3X I. 4 ， 2. 79 散漫 F6、礫器3 黒5、頁4
大和配水池内

-8 -



神奈川県における旧石器時代の迫物分布（その6)

出土
文 調査 各 分布

石器 分布 分布 器種組成 石材組成 備考
No. 迫跡名 化 面租 集中 範囲

層位
層 （対） No. (m) 

点数 密度 状態 (※ 1) (※ 2) （共伴辿構など）

上草柳迪跡群
ナl、彫l、楔

黒37、チ8、砂
327 B2LL IX 3849 2 5. OX3. 2 46 2. 89 散没 3、RF2、F38、
大和配水池内

敲l
1 

327 
上草柳遺跡群

B2LL IX 3849 3 4. 9X3. 3 31 I. 92 散没
掻l、楔2、 黒25、安l、チ

大和配水池内 UF3、F25 1、頁4

上草柳直跡群
掻l、楔5、

黒45、チ3、頁
327 B2LL 1X 3849 4 5. 2X3. 0 49 3. 14 散漫 RF3、UF!O、
大和配水池内

F28、核2
1 

327 
上草柳迎跡群

B2LL IX 3849 5 3. 8X2. 2 8 0. 96 散没 彫l、F7 黒2. チ3、頁3
大和配水池内

327 
上草柳追跡群

B2LL IX 3849 6 2 1 X 1. 3 11 4. 03 散没
楔2、RF3、F5、 黒5、安1、チ

大和配水池内 核l 2、頁3

327 
上草柳迫跡群

B2LL IX 3849 7 1. 5XO 9 6 4. 44 散没 楔1、F5 チl、頁5
大和配水池内

327 
上草柳迫跡群

B2LL IX 3849 8 I. 5X I. 2 5 2 78 散没 ナ2、UFl、F2 黒3、チ1、頁1
大和配水池内

327 
上草柳追跡群

B2LL IX 3849 ， 3 5X I 9 11 I. 65 散没 掻1、楔l、F7、 黒II
大和配水池内 核2

327 
上草柳遺跡群

B2LL IX 3849 10 4. 6X I 0 8 I. 74 散没 掻1、UFl、F6 黒8
大和配水池内

327 
上草柳追跡群

B2LL IX 3849 11 5. 7X 2. 4 18 1 32 散没
ナ2、UF2、 黒16、頁1、ホ

大和配水池内 Fl2、核2 I 

327 
上草柳追跡群

B2LL IX 3849 12 2.3X0.8 10 5. 43 散没 FIO 黒10
大和配水池内

遺物
角l、削3、

硬細疑I7、黒
334 鷹見塚 B2L 1406 I 2. 8X2. 5 29 4. 14 散漫 RFl、UF4、

群V
Fl8、核2

12 

334 鷹見塚 B2L 
遺物
1406 2 0. 7XO. 3 3 14. 29 集中 削1、Fl、台l 黒2、中凝l

群v

神明若宮 L2LL 
約285 ナ6• UF4 • F9 • 

348 地区内 III 
吋
I 0. 6X2. 2 23 1. 74 散没

Ch2・核2
黒・凝

C地区 B2UU 

神明若宮 L2LL 
約285

348 地区内 III m 2 2 5. 4 x 3. 8 23 1. 12 散没 ナ3• Fl4 ・ Ch6 黒•安
C地区 B2UU 

359 当麻亀形 L2L m 1 4. 6X3. 3 49 3. 23 集中
ナ3、RF3、

黒ほか
UFl、核3、F39

ナ7、削l、掻
黒、チ、細

Bl 凝、火礫凝、
360 真田北金目 BIL 

下部
277. 2 SI 7.4X7.0 307 5. 93 集中 1、RF3、核30、

ホ、角閃安、
刃1、敲l、F263

輝石安

※1 器種組成（ナ：ナイフ形石器槍：槍先形尖頭器掻：掻器削：削器スク：スクレイパー彫：彫器楔：楔形石器叩：叩石打斧：打製石斧
台：台石核：石核刃：刃器 UF：使用痕ある剥片 RF：調整痕ある剥片錐：揉錐器）

※2 石 材（ガ安：ガラス質黒色安山岩安：安山岩角閃安：角閃石安山岩粘：粘板岩黒：黒曜石チ：チャート 砂：砂岩頁：頁岩
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ー後期前葉期 堀之内式士器文化期の様相 その4-

一堀之内 2式土器の変遷一

縄文時代研究プロジェクトチーム

はじめに

今年度は、平成23年度に行った堀之内 1式土器の変遷に引き続き、堀之内 2式の編年案構築を目指す。

堀之内 2式の士器研究については、すでに『研究紀要 15』の研究略史でふれたように、 1980年代後半以降

細分化がはかられてきた。これらの細分の基軸として石井寛による 5細分（石井 1984)がある。今回はこれに

準拠し、新たに一括出土事例をもとに鉢や注口土器等も含め検討を行った。器種については、精製の深鉢形

土器として朝顔形土器（昨年度のF群）、粗製の深鉢形土器として称名寺式士器の系譜を引くもの（いわゆる

「下北原系J、昨年度のA群）の沈線文が主体的に施される土器と無文や地文のみが施文されたものがある。こ

れにいわゆる「金魚鉢」の器形を呈する有頸の鉢形（昨年度のC群）や無頸の鉢形、浅鉢形土器、注口土器、小

型土器がある。編年案作成については、朝顔形の器形を呈するものを中心に、 5段階に分け、文様モチーフ

について石井の分類をもとに一部改変した。文様の整理が進行し、空白部が広くとられる典型的な堀之内 2

式士器の成立を中段階にすえ、 これ以前の堀之内 1式の影響が残り、文様の多条化、多重化がみられる段階

を古段階とし、文様帯が狭まり、内面文様が出現する段階を新段階とした。なお、石井が提示した朝顔形の

深鉢を中心とする 5段階の変遷について以下のような理解のもと、各段階設定を行っている（石井 1984)。

古段階前半 ：石井の a段階。堀之内 1式土器からの影響が残り、器面の画ー化が進む。

古段階後半 ：石井の b段階。充填縄文手法が広く採用され、文様の多条化、多重化がみられる。

中段階 ：石井の c段階。文様の整理が進行し、 空白部が広くとられる。

新段階前半：石井の d段階。さらに文様の整理が進み、文様帯の幅が狭くなる。

新段階後半 ：石井の e段階。突起や内面文様が発達する。

（阿部）

深鉢形土器（精製） 深鉢形土器（粗製） その他

X字状文 菱形文 入組文 渦巻文 斜行文 三角文 懸垂文 対弧文 重弧文 蛇行文 枠状文 横帯文
下北原系

粗製土器
浅鉢形・

注口土器
（沈線文） 鉢形土器

前 古

I I 11 11 11 
半段
階

後 古

I I | 半 段
階

中

I 11 | | I 段

一階

前新 | I 11 11 I 11 半 段
階

後新

I 半段
階

□土器文様のおおよその消長・多寡を示すが、必ずしも厳密なものではない。
第1図 後期前葉期堀之内 2式士器文様変遷模式図
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古段階前半

古段階前半は、堀之内 1式土器の影響が残る段階で、石井の言う a段階に相当する。

横浜市原出口遺跡20号住居跡出土資料 (1 • 3 • 6 • 7 ・ 10 ・ 11 ・ 13 • 14 ・ 16 • 17 • 24~27)、横浜市

稲荷山貝塚第2地点貝層II-5層出土資料 (2 • 8 • 9 ・ 12 ・ 19 ・ 20 • 28 • 29)、同貝塚第2地点貝層II-

4層出土資料 (15・ 21 • 22)を基準資料とし、横浜市東正院遺跡包含層出土資料 (4・ 5)、伊勢原市下北

原遺跡包含層出土資料 (18• 23)を補足資料として抽出した。

堀之内 1式からの変遷は漸移的で、口唇部に横位沈線が施される資料 (1• 6 • 7 ・ 12 ・ 13 • 16 • 18 ・ 19 

• 22 • 23)や、縦位区画が施される資料、縦位基調の文様構成をとる資料 (2~ 4 ・ 6 ~ 8 • 12 ・ 13 • 22~ 

24)など、 1式に特徴的な要素をもつ資料が多い。一方で、 1~ 4 • 6 ・ 11 • 13 • 14などの朝顔形深鉢には、

文様帯下端区画の明確化、文様の多重化といった顕著な傾向が看取され、 1式段階に比べ、器面の画一化が

より進行する段階として捉えることができる。

本段階を構成する土器は、上述した原出口遺跡20号住居跡出土一括資料、稲荷山貝塚第2地点貝層II-5 

層出土一括資料を中心に、朝顔形深鉢（精製深鉢： 1~14)、縦位基調の沈線が施される深鉢（粗製深鉢：

15~21)、有頸鉢 (22~24)、注口土器 (25~29)が確認されている。この他、編年固に掲載はしなかった

が、原出口遺跡20号住居跡出土一括資料中には、椀状をなす小形の無頸鉢も存在する。浅鉢、 小型土器につ

いては、明らかに本段階に帰属すると考えられる良好な供伴事例を確認することができなかった。これらの

器種については、 1式から 2式への変遷を明確に捉え切れているわけではなく、従って、単体資料の抽出も

困難であった。

深鉢形土器の主体をなす朝顔形深鉢では、文様変遷模式図（第 1図）に示したように、 X字状文 (1 • 2 

• 4)、菱形文（ 3)、入組文 (5~ 8)、三角文 (9~11)、懸垂文 (12)、重弧文 (13)、横帯文 (14)

などの文様モチーフが採用されている。 1 ・ 2 • 5 ~ 8 • 12~14のごとく、文様帯あるいは施文範囲は概し

て広く、縦位区画や懸垂文との組み合わせでモチーフが表出されているものが多い (2 • 4 • 6 ~ 8 • 12 • 

13)。2 • 3 • 6 ~ 8 • 12 • 13のごとく、地文や沈線 ・刺突等の充填文で器面を密に埋める傾向があり、 一

定の余白を伴ってモチーフが横位展開するものは、横帯文資料 (14)以外では菱形文（ 1)や三角文 (9~

11) をモチーフとする資料に散見される程度である。 このよ うな資料は、朝顔形深鉢における充填縄文手法

の普遍化とあいまって次段階以降に急増するようであるが、本段階については、このような様相の萌芽が認

められる段階として捉えられよう。

朝顔形深鉢以外の深鉢 (15~21)では、縦位沈線を基調とする文様が展開する、いわゆる下北原系の深鉢

(15~19)が主体を占める。前述のごとく、これらの資料には口唇部に 1単位の沈線が廻るものが少なくな

く、単体では 1式との識別が困難なものが多い。これは、地文と縦位基調の沈線による文様構成をとる深鉢

(20 • 21)についても言える。無文、あるいは地文のみが施される粗製深鉢は、単体での段階判別が困難で

あるため、資料の抽出にあたっては朝顔形深鉢等との供伴事例に拠らざるを得ないが、今回の作業では、本

段階に帰属する好例を抽出することができなかった。本段階の器種組成を検討する上での課題である。

有頸鉢 (22~24)は、胴部文様帯の下端区画が不明瞭で、縦位区画が施されている資料 (23)、あるいは

縦位構成のモチーフが展開する資料 (22・ 24)が主体を占める。口唇部に横位沈線が廻る 22• 23などは、下

北原系深鉢同様、 1式との識別に難渋する。有頸鉢に用いられる主要なモチーフのひとつである枠状文は、

県西部における 1式段階の資料中に多くみられるものの、本段階に帰属する確実な事例を抽出することは出

-12-



神奈川県における縄文時代文化の変遷IX

来なかった。かかるモチーフは、次段階以降では朝顔形深鉢のモチーフとして流用され、 一般化していくこ

とが明らかになっているが、本段階における様相については今後の課題として認識しておく。

注口土器 (25~29)は、胴部が算盤玉状をなし、 2単位の把手とその直下にやや短めの注口部が付される

ものが一般的である。文様は、多重沈線による幾何学的なモチーフが胴部上半を埋め尽くすように施される

もの (25・ 27 ・ 28)を主体とするが、 26は2単位の沈線区画内に縄文を充填した縄文帯で幾何学的なモチー

フを表出する資料で、やや後出の印象を受ける。 （井辺）

古段階後半

古段階後半は堀之内 1式からの影害が残り、器面の画ー化が進んだ前段階から充填縄文手法が広く採用さ

れる。文様内への充填縄文手法の普遍化により縄文施文部が強調され、文様間の空白部分には多条化 ・多重

化されたモチーフが広い空間部を残さぬよう施文されるようになる。これら多条化・多重化されたモチーフ

は、やがて整理が進行し空白部分が広くとられる中段階へと移行する。本段階は横浜市川和向原遺跡8号住

居跡(33・ 57 • 59 ・ 64)、平塚市上吉沢市場遺跡群A地点 Jl号住居跡(40• 44 ・ 49 ・ 58 ・ 60~62 ・ 67~70 • 75) 

の一括出土資料を基準とした。

深鉢形土器には精製土器である朝顔形深鉢形土器と粗製深鉢形土器とがある。本段階の朝顔形深鉢には前

段階から続く文様として X字状文 ・菱形文、入組文、 三角文、重弧文などがあり、本段階から急増する文様

として渦巻文、枠状文がある。

本段階の県内出土資料を概観してみると、 X字状文 ・菱形文は、文様内への充填縄文手法の普遍化により

縄文施文部が強調されることになる。30• 31は文様内に充填縄文が施され、文様間の空白部分を埋めるよう

にモチーフの多重化が施されている。また、菱形文では前段階で特徴的であった集合沈線による文様空白部

分への充填が本段階でも多用される。37などがその例である。

入組文 ・渦巻文では、 X字状文・菱形文同様に充填縄文手法が取り入れられ、縄文施文部が強調される。

渦巻文は本段階から急増し新段階前半まで見られる。文様構成は斜行文により渦巻文が連絡されるものが多

くなり、 39~44などがその例としてあげられる。

三角文は本段階で急激に増加する。モチーフ内への充填縄文手法が広く取り入れられるようになり、文様

間の空白部分には三角文を二重に配置するもの(48)、3本の沈線で三角文を描くもの(50)、また三角文が二

段で構成されるもの(53)などの文様構成が認められるようになる。

重弧文は前段階での重弧文とそこから下る懸垂文の文様構成から懸垂文が衰退する。54は重弧文間の空白

部分を 4~5本の沈線と縄文を施文することにより空白部分の処理を行っている。55は懸垂文が消滅する。

重弧文は横位に連続し二段構成となり、空白部分に縄文が施されている。

枠状文は本段階から出現する文様である。枠状文が朝顔形深鉢に一般化してくるのが本段階からであり、

文様構成は空白部分を埋めるために文様の多重化が施されている。56は地文に縄文を施した器面に二段の枠

状文が配置される。57は横長の枠状文を三段配置し、下端を 2本の沈線により区画している。文様間には縄

文が充填されている。

横帯文は古段階前半から新段階後半まで確認されているが、本段階では良好な出土資料がなく固示するこ

とができなかった。

深鉢形土器には精製である朝顔形深鉢の他に粗製深鉢形土器がある。粗製土器には沈線文によりモチーフ
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が施されるもの、地文のみ、無文のものなどがある。沈線文の土器は所謂下北原系土器と呼ばれる一群で、

沈線により H字状文と懸垂文が施されるものが多い。また、口唇部には沈線が巡るものも多く存在する。

鉢形土器には有頸鉢形土器と無頸鉢形土器、浅鉢形土器とがある。有頸鉢形土器は前段階に比べると頸部

の屈曲や胴部の張りは若干弱くなる。67は沈線による縦位区画を施し、下端は刻み隆帯により区画する。68

も下端区画を有する土器である。69• 71~73は下端区画をもたず、縦位に多条の沈線を施すものである。73

は渦巻文がアクセントとして施されている。

本段階に帰属する注口土器は算盤玉形で最大形を胴中央部から胴下半部に有する器形を呈する。2単位の

把手と斜方向に立ち上がる注口部を有し、胴部には渦巻状のモチーフが描かれる。渦巻状のモチーフ周辺に

は帯縄文による施文や空白部分を埋めるように多条の沈線が施される。小型土器は浅鉢を小型化したものが

見られる。 （岡）

中段階

中段階は典型的な堀之内 2式として確立する段階である。朝顔形深鉢において前段階のモチーフが整理さ

れ、文様帯内に余白を多く残すようになる。この段階は、小丸遺跡 48号住居跡、 (86• 89 • 110~114 • 120 

• 124 • 128 • 132)、西富貝塚4号跡(93• 98 • 99 • 106)の一括資料を基準としている。当段階の器種には、深

鉢形土器として精製の朝顔形深鉢と沈線文および地文のみ ・無文の粗製深鉢形土器があり 、深鉢形土器以外

のものとして有頸深鉢形土器、鉢 ・浅鉢形土器、注口土器、小型土器がある。朝顔形深鉢には、前段階を引

きつぐモチーフに、入組文 ・渦巻文、斜行文 ・三角文、 重弧文や枠状文などがあり、いずれも、文様が整理

され、文様帯内に空白部が多くを占めるようになる。前段階の主体をなしていた X字状文 ・菱形文の資料が

極端に減少し、かわって対弧文が急増し、中段階以降主体となる枠状文や横帯文が一定の割合を占めるよう

になる。粗製土器では、沈線文によって描かれる系統のものと、地文のみもしくは無文の深鉢のものがあり、

胴部上半で緩くくびれるものと、くびれをもたず直線的に広がる形状のものがある。沈線文のモチーフによ

って前段階もしくは後続のものとの区別は難しい。編年案として抽出はできていないが、地文のみ ・無文の

粗製土器は、沈線文同様、粗製土器を構成する土器として一定程度を占めるようになる。有頸鉢形土器は、

器形において前段階のいわゆる金魚鉢形から若干頸部の屈曲や体部の張りが弱くなる傾向があるものの、文

様モチーフに大きな変化はない。注口土器として大型注口土器が見られる一方で、体部にやや丸みを帯びた

器形のものも出現する。以下に、挿図に沿って資料を個別にとりあげ、本段階の特徴を詳述する。

まず精製土器、朝顔形深鉢について文様モチーフごとに取り上げる。中段階において X字状文 ・菱形文の

典型的な事例をあげることができない。数量として極端に減少する。これには多分にモチーフの類似した三

角文への変化が影響するものと思われる。古段階にて胴部上半の大部分を占めるように幅広の文様帯であっ

たのに対し、この段階で文様帯が狭まっていく。このため、幅広文様帯を前提に成立していた X字状文 ・菱

形文は、それを三角文に変えその割合を減少させていったのであろう。入組文 ・渦巻文では、 84や 86のよ

うに斜行文に連結した渦巻文が文様帯を区画する帯状文から離れ、単位文化する流れにある。これは新段階

で単位文化する前兆としておさえられる。斜行文 ・三角文がこの時期、数量を増す。それは先に述べたよう

に、 X字状文 ・菱形文が三角文に転化したことも要因のひとつだろう。ただし、 90や93のように狭い文様帯

に二段構成をなすものも残存している。二段構成は重弧文にも認められ、 一部、後続の段階においてもモチ

ーフが縮小し多段化するものが残る。懸垂文 ・対弧文の増加もこの段階を特徴づける。鉢形土器の文様モチ
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ーフであった対弧文や枠状文が深鉢に転用され、また一方で、前段階の X字状文や重弧文等にみられた充填

文としての懸垂文や対弧文が、文様帯の整理に伴い単独モチーフとして成立したものであろう。この意味で、

古段階に残る堀之内 1式由来の縦位区画の影響はこの段階まで遺存しているともいえる。対弧文は、渦巻文

と同様に新段階にて単位文化する。重弧文では 102のように懸垂文を伴う例や 103のように多段構成を残す

ものが確認できる。中段階以降その割合を増加させるものとして枠状文、横帯文がある。枠状文や横帯文に

みられるように、中段階以降に共通する空白部の出現と幅の狭い文様帯の確立はこの段階に求めることがで

きる。

朝顔形深鉢以外の器種についてふれておく 。粗製土器では、沈線文によるモチーフは前段階と大きく変化

はないものの、口唇部をめぐる沈線はその多くを失う。一方、 113のように口縁部直下に刻み隆帯をもち、

雑書文的モチーフをなすものがある。地文のみもしくは無文粗製深鉢である 114は、器形そのものが沈線文

を有するものに共通するものの、口縁部直下に太く浅い沈線をめぐらせ、以下胴部最大径まで横方向のつよ

いナデによる凹凸を残している。有頸鉢形土器は、頸部のくびれや体部の張りが弱まるものの、前段階から

大きな変化がない。121や 122にあるように砲弾型を呈する無頸鉢には有頸鉢の体部に共通するモチーフが

描かれている。浅鉢である 123は、体部下半に屈曲をもち、注口土器に共通するモチーフが描かれる。注口

土器は体部が丸みを帯び、帯縄文による施文が主体となる (125以外のすべて）。これは前代からの文様が整

理され、文様帯に空白部が生じる朝顔形深鉢と同様の傾向であろう。小型土器は鉢や浅鉢を小型化したもの

が見られる。 （阿部）

新段階前半

新段階後半は、文様の整理が進み、文様帯の幅が狭くなる石井 e段階に相当し、各構成に盛衰を認めなが

らも新段階後半に移行していくことを前提とした。また朝顔形深鉢の口縁突起部意匠の顕著化や口縁内面に

めぐる横位の沈線文の顕在化も傾向として捉えられる。

深鉢形土器（精製土器）は、古段階に盛行していたX字状文・菱形文はみられず、 133・ 134など入組文・渦

巻文の系譜は衰退の傾向にある。中段階を主体に盛行した斜行文・ 三角文は、 135~141などは前段階から継

承されていることが把握できる。文様帯幅の狭小化傾向や文様の簡素化などが想定されるが、明瞭ではない。

144 • 145など懸垂文・渦巻文の好例はあまりみられず、入組文・渦巻文と同様の傾向を示している。146の

重弧文は、中段階から系譜を継承するものと思われる。重弧文の重層化・多段化は文様帯構成の狭小化の傾

向と連動して捉えたいが好例は少なく、今後の出土事例の増加を望みたい。147~150の枠状文は文様構成が

簡素であるため、文様帯の狭小化に関しては前段階との差異はあまり顕著ではないが、後述の新段階後半期

に盛行する。また 151などの横帯文は極端な文様の簡略であるため、安定的な組成を構成しているか否かは

現状では捉えられない。深鉢形（精製土器）の口縁部突起は山形や瘤状などがあり、口縁直下で横位にめぐる

刻みなどの施された横位の隆帯は 136• 137 • 149 • 150などで多段化している。

深鉢形士器（粗製土器）の沈線文土器は文様が極端に簡略された 154などがあり下限付近に位置していると

思われる。有頸鉢形土器は口縁部の開きや頸縁部の括れが弱くなる傾向を継承していくことが把握できる。

無頸の鉢形土器は、現状で良好な伴出事例が認められず様相は不明である。また本段階の特徴として大きく

開く器形の浅鉢形土器の構成がある。164~166は外反しながら大きく開くもので、内面に重層化した横位の

沈線文や四分点などに渦巻き文などが施されるものである。また内湾気味に開く 167なども認められる。
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注口土器は伴出資料での好例は認められず、様相は明瞭でなはない。胴部が中段階では算盤玉状を呈するも

のが主体であるが、新段階後半では球状を呈するものが主体的となるため、前後どちらかの傾向または過渡

的な段階を示している可能性がある。小形土器も組成の一つを示していると思われるが現状では好例は少な

い。 （天野）

新段階後半

新段階後半は前述の通り、朝顔形の深鉢に口縁部の突起が著しく発達するとともに、口唇部直下の内面に

多段化した沈線を主とした文様が施される。石井の言う e段階に相当するが、石井が後続する加曽利B1式

としてとらえる下北原遺跡 14号敷石住居跡出土資料(170・ 180 ・ 187 • 190 • 191 • 193 ・ 194 ・ 200 ・ 210 • 221) 

も本段階に含めて扱っている。同住居跡出土資料は堀之内 2式土器とする見解（大塚 1983)と加曽利Bl式土

器とする見解（鈴木 1980、石井 1984)に分かれているが、双方の相違については解消されず、同住居跡出土資

料を堀之内 2式の範疇とするか加曽利B1式に含めるか定まっていない。 ここではあく まで便宜的にではあ

るが、加曽利B1式との境界を、精製土器の口縁部を飾ってきた紐線文と 8の字状添付文の消失と、横帯文

を除いた斜行文 ・三角文をはじめとする各文様系統の途絶、あるいは無単位横帯文への収倣へ、また堀之内

1式から 2式へと存続してきた下北原系土器の消失に置くものとした。

稲荷山貝塚第 2地点II-1層出土資料(177• 185 • 189 • 196~199 • 203~205 ・ 207 • 208 • 224)、華蔵台遺跡

35号住居出土資料(169• 171 ~175 • 183 • 184 ・ 186 • 188 • 192 • 201 • 206 ・ 209 • 21.1 • 212 ・ 215 • 218 • 222)、

下北原遺跡 14号敷石住居跡出土資料（上述）を基準とする。

新段階後半においては朝顔形深鉢の各文様の系統の退潮傾向がいよいよ顕著なものとなり、入り組み文 ・

渦巻き文、懸垂文・対孤文はほぼ途絶する。各文様の系統は斜行文 ・三角文、重孤文、枠状文、横帯文に収

倣し、特に古段階・中段階から認められていたがごく限られた存在であった枠状文(178~184)と横帯文(185

~200)が主体を占めるようになる。また重孤文は上下の帯縄文を孤状の帯縄文が繋ぐ斜行文・三角文 ・懸垂

文 ・対孤文に共通した前段階までの構成から、幅の狭まった上下の沈線間に孤状の文様を施したもの(176)

になる。下端区画による文様帯の成立と上下の横帯間をX字状・菱形文 ・渦巻き文 ・斜行文 ・懸垂 ・対孤文

・重孤文で連絡あるいは埋めることを堀之内 2式における朝顔形深鉢の文様構成の典型とすれば、枠状文や

横帯文の隆盛に示されるように文様の狭小化が進んだことを（三角文・斜行文は残るが）本段階の特徴とする

ことができるだろう。口縁部突起の発達も文様の狭小化とともに新段階後半を特徴づけるもので球頭状にな

った 177・ 186をはじめとし、 191・ 193 • 194などはその典型である。一方同深鉢にはこうした突起を持たな

いものも多い。

朝顔形深鉢以外の器種については、下北原系土器は少数ながら共伴事例が知られ(201)、本段階まで存続す

るものとしてよいだろう。ただ下北原系土器と粗製深鉢については、今回集成した資料の中に良好な共伴に

めぐまれなかったこともあり、事例を抽出することができず、その具体的な様相について必ずしも明らかに

はできなかった。

有頸鉢形土器(203~210)は豊富な事例が知られ、前々段階、前段階に引き続いて土器組成の一角を占めて

いる。堀之内 1式以来の沈線や多条化沈線による文様(206• 209)も見られるが、新段階に入ると、朝顔形深

鉢に共通する紐線や8の字状添付文や沈線間への充填縄文あるいは縄文施紋が多く認められる (203~205• 

207)。また頸部の括れは弱くなり、器高に比して口径が大きくなる傾向はなおいっそう進む。
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深鉢形土器（精製土器） x字状文 ・菱形文 入組文 ・渦巻文
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第2図 神奈川県における堀之内 2式土器編年案その 1(S=l/8) 
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浅鉢形土器は新段階に入ると事例が多数知られるようになり、その前半後半を含めて新段階における特徴

の一つとすることができるかもしれない。この浅鉢形土器を比較的顕著に組成する傾向は続く加曽利B1式

に引き継がれる。

注口土器はこの時期に頸部の発達が著しくなる (215~219)。あわせて中段階以来のそろばん玉形を呈する

器形に対し、球胴形の器形(216• 221)が出現する。注口土器の文様は、沈線あるいは束沈線による注口土器

独特の精緻なものが描かれ、他の器形の文様とは一線を画する。ただ、図に示してはいないが、新段階後半

の神奈川県域においては極めて僅かながらこの注口土器の装飾が朝顔形深鉢など他器種に施される例があ

り、注口土器が一端を担っていた儀礼行為の当該地域における高まりと関連付ける考えがある（秋田 1997)。

小形土器も質・量ともに増大する。通常の深鉢を小形化したもの (222• 223)の他、丁寧に製作された小形

の壺形土器(224)や鉢形土器(225)などがあり、新段階後半を特徴づけている。またこうした小形の鉢形土器

の存在は前述した浅鉢形土器などとともに加曽利 Bl式 ．B2式へ引き継がれ発達する。

（小）II) 

第1表 出土遺跡・迫構一覧

原出口遺跡 20号住居跡 1 ・3・6・7・ 10・ 11 ・ 13・ 14・ 16・ 17・24~27 

稲荷山貝塚 第2地点貝層 II5層 2 ・ 8 ・ 9 ・ 12 ・ 19 ・ 20 ・ 28 ・ 29 ・ 35 

東正院遺跡
4・ 5・ 36・48・87 ・92・ 100・ 101 ・ 105・ 107 ・ 108・ 116・ 117 ・ 133 ・ 139・ 
142・176 

15・ 21 ・ 22 ・ 34・ 39・41 ・43 ・ 50・ 52~55 ・63 ・65・ 66・ 71 ~73・77 ・ 
稲荷山貝塚 第2地点貝層 II4層 83 ・85 ・90・91 ・94・96・ 97 ・ 102・ 103 ・ 115 ・ 118・ 121 ・ 123・ 126・ 

127・ 130・ 131 ・ 135 

下北原遺跡 18・23・31・109・136137・ 143・ 145 ・ 147 ・ 148・ 150・ 179 ・ 181 ・ 195 
華蔵台遺跡 47号住居跡 30・32・213 

川和向原遺跡 8号住居跡 33・38・57・59・64・74 

岡上丸山遺跡 遺楷外 37・84 

上吉沢市場地区遺跡群A地区 J1号住居跡 40・44・49・ 58 ・ 60~62 ・ 67~70 ・ 75 

山田大塚迫跡 土坑一括 42・88 

久野北側下遺跡第w地点 柱穴 45 ・ 104 

華蔵台迫跡 43号住居跡 46・56 

月出松遺跡 J7号住居跡 47・82・119・122 

中里迫跡 Jl号敷石住居跡 51 

月見野遺跡群相ノ原第V地点 76・80 

篠原大原北遺跡 5号土坑 78・81 

小丸遺跡 20号住居跡 79 

小丸遺跡 48号住居跡 86・89・110~114・120・ 124・ 128・ 132 

西富貝塚 第4号跡
93 ・ 98 ・ 99 ・ 106 ・ 134・ 140 ・ 141 ・ 146 ・ 149 ・ 151 ・ 154~ 159 ・ 164・ 
165 

稲ヶ原遺跡A地点 B-11号土坑 95 ・ 129 
西ノ谷貝塚 墓坑 (P40号） 125 

稲荷山貝塚 第1地点貝層II②層 138・ 160・ 162 

華蔵台遺跡 35号住居跡
144・ 169・ l 71 ~l 75・ 183 ・ 184・ 186・ 188 ・ 192 ・ 201 ・ 206・ 209・ 
211・215・218・222 

上吉沢市場地区遺跡群A地区 J2号住居跡 152・ 153・ 163・ 166 

西富貝塚 J2号住居跡 161 

稲ヶ原遺跡A地点 B-9号土坑 167 ・ 168 

稲荷山貝塚 第2地点貝層II1層 177・ 185・ 189・196~199 ・ 203~205 ・ 207 ・ 208 ・ 224 
中里遺跡 迫構外 178 

中里追跡 ]4~7号配石 182 

小丸遺跡 22号住居跡 212・216 

華蔵台遺跡 48号住居跡 217・219・220・223 

下北原遺跡 Jl4号敷石住居跡 170・ 180 ・ 187 ・ 190 ・ 191 ・ 193・ 194・ 200 ・ 202 ・ 210・ 214・ 221 ・ 225 
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斜行文・三角文 懸垂文・対弧文
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神奈川県内出土の弥生時代土器棺 (2)

一弥生時代中期後葉から古墳時代前期一

弥生時代研究プロジェクトチーム

前回から「神奈川県内出土の弥生時代土器棺」について集成 ・検討を行っているところであるが、今回は

弥生時代中期後葉から古墳時代前期の事例を集成する。

前回は弥生時代初頭から中期中葉までの事例を対象として、土器棺および土器棺の可能性がある事例をも

含めて集成および考察を加えた。その本文中でも触れている ことであるが、弥生時代中期中葉までは土器棺

再葬墓が行われている時期であるのに対して、弥生時代中期中葉以降は新たな墓制として方形周溝墓が関東

地方にも導入されるようになり 、神奈川県内の地域においても弥生時代中期中葉以降は方形周溝墓が主たる

墓制と なっていくことが明らかである。しかしながら、 このような墓制転換の後の時期においてなお、土器

棺と考えられる状態で土器が出土することが認められ、古墳時代初頭に至るまでこのような事例が見られる

こともまた事実である。

今回からは主たる墓制の転換後における土器棺と類推される事例を集成し、土器棺としての共通点や地域

的特質性が見いだせるかどうか、先行研究を頼りとしつつ検討を試みようとするものである。

今回の土器棺集成は、弥生時代研究プロジェクトチームのメンバーで地域を分担して神奈川県内全域を対

象として集成を行った。集成にあたって、時期区分は弥生時代中期後葉、弥生時代後期、古墳時代前期（弥

生時代終末～古墳時代前期）に区分することとした。各遺構の時期判断は基本的に各報告書に記載された出

土遺構の時期判断に従っている。文章記述のみで出士状態や出土土器の図が掲載されていない事例について

は、今回の集成対象から除いた。写真のみで図のない事例も同様である。また、先行集成 ・研究において集

成されている事例においても、図が提示されていない事例については、今回は省略することとした。

今回の集成作業では、 32遺跡46事例の資料を集成することが出来た。集成結果は第 1表に市区町村別にま

とめ、第1図から第8因に掲載した。圏の掲載にあたって、士器棺の出土状況図については縮尺1/60で統一

し、 土器棺を構成する土器の掲載縮尺は1/8に統一した。図は報告書等に掲載された固をコピー して縮尺を

揃えた。掲載図の範囲は各報告書の固を改変 し、土器棺としての該当部分を抜き出して掲載した。なお、一

部の資料は報告書掲載固よりも拡大掲載となったものがあるが、再ト レース等は行っていない。

今回は集成した事例を提示するだけとなったが、各資料の出土状況の検討および集成結果についての分析

は、次回に行う予定とする。今回の集成に遺淵等があれば、ご指摘ご教示頂けると幸いである。

（池田）

参考文献（因の出典文献は第2表を参照）

大島慎一 1988 「神奈川県の墓制資料ー再葬墓 ・士器棺墓・土坑墓ー」『第9回 三県シンポジウム 東日本の弥生墓

制一再葬墓と方形周溝墓ー』 北武蔵古代文化研究会編

坂口滋皓 1991 • 1992 「東日本弥生墓制における土器棺墓 (1)、（2)」『神奈川考古』第27号・第28号
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弥生時代研究プロジェクトチーム

第 1表 神奈川県内出土土器棺集成（弥生時代中期後葉～古墳時代前期）

資料 所在地
遺跡名 遺構名または出土位置 時期

文献
番号 （市区町村名） 番号

1 川崎市高津区 三荷座前遺跡 環濠覆土中 弥生時代後期

2 II 三荷座前遺跡 1号方形周溝墓西溝 (1) 弥生時代後期 1 

3 ＂ 三荷座前遺跡 1号方形周溝墓西溝 (2) 弥生時代後期

4 川崎市宮前区 野川神明社境内遺跡 1号土器棺墓 弥生時代後期

5 II 野川神明社境内遺跡 2号土器棺墓 弥生時代後期 2 

6 ＂ 野川神明社境内遺跡 3号土器棺墓 弥生時代後期

7 横浜市都筑区 八幡山遺跡 壺棺 弥生時代中期後葉 3 

8 ＂ 境田遺跡 Yl号住居址P2 弥生時代中期後葉 4 ， 
＂ 歳勝土南遺跡 3号方形周溝塁 弥生時代中期後葉 5 

10 ＂ 歳勝土遺跡 S 3号方形周溝墓 Tl号壺棺 弥生時代中期後葉

11 ＂ 歳勝土遺跡 S4号方形周溝墓 T2号壺棺 弥生時代中期後葉
6 

12 II 歳勝土遺跡 T3号壺棺 弥生時代後期

13 II 歳勝土遺跡 T4号壺棺 弥生時代後期

14 II 権田原遺跡 F区5号土坑 弥生時代中期後葉 7 

15 II 宮原遺跡 H溝内土坑 弥生時代中期後葉 8 

16 II 折本西原遺跡 7号方形周溝墓 弥生時代中期後葉 ， 
17 横浜市緑区 東耕地遺跡 壺棺 古墳時代前期 10 

18 横浜市港北区 山王山遺跡 39号土坑 弥生時代後期
11 

19 II 山王山遺跡 1号埋甕 弥生時代後期

20 横浜市保土ヶ谷区 上星川遺跡 第12号住居址 弥生時代後期 12 

21 逗子市 沼間ポンプ場南台地遺跡 3号住居址内壺 古墳時代前期 13 

22 II 池子遺跡群No.1-A地点 第2号方形周溝墓 北溝 古墳時代前期 14 

23 横須賀市 三足谷遺跡 1号墓壊 古墳時代前期 15 

24 ＂ 住吉遺跡 第 1号住居址覆土内合わせ口壺 古墳時代前期 16 

25 藤沢市 大源太遺跡 1号土城 弥生時代中期後葉 17 

26 ＂ 石名坂遺跡第 5地点 1号住居址内土壊 弥生時代中期後葉

27 ＂ 石名坂遺跡第 5地点 3号方形周溝墓南溝 弥生時代中期後葉 18 

28 II 石名坂遺跡第5地点 4号方形周溝墓西溝 弥生時代中期後葉

29 ＂ 大庭城址公園内遺跡 方形周溝墓SDlO 東溝 弥生時代後期 19 

30 ＂ 高倉枯藪遺跡 第 1号方形周溝墓西溝 古墳時代前期 20 

31 海老名市 社家宇治山遺跡 YK3号方形周溝墓東溝 弥生時代後期 21 

32 II 中野桜野遺跡 11号方形周溝墓北溝 弥生時代中期後葉 22 

33 ＂ 本郷中谷津遺跡 1号方形周溝墓東溝 弥生時代中期後葉 23 

34 II 本郷遺跡 25号方形周溝墓北溝 弥生時代後期

35 ＂ 本郷遺跡 34号方形周溝墓西溝 弥生時代後期 24 

36 ＂ 本郷遺跡 環濠覆土上層 弥生時代後期

37 寒川町 大蔵東原遺跡 6号方形周溝墓東溝 (1) 弥生時代後期
25 

38 II 大蔵東原遺跡 6号方形周溝墓東溝 (2) 弥生時代後期

39 II 寒川町No.14遺跡 採集資料 弥生時代後期 26 

40 平塚市 坪ノ内遺跡（第3地区） S DHOl (1号方形周溝墓） 弥生時代中期後葉 27 

41 II 真田 ・北金目遺跡群 57 A・ G 1区SK049 弥生時代後期 28 

42 ＂ 原口遺跡 第37号方形周溝墓 西溝周溝内土坑 弥生時代後期
29 

43 ” 原口遺跡 YH22号土坑 弥生時代中期後葉

44 ＂ 向原遺跡 219号住居址内士壊 古墳時代前期 30 

45 秦野市 砂田台遺跡 16号住居址P7 弥生時代中期後葉 31 

46 小田原市 千代南原遺跡第XVI地点 9号遺構 弥生時代後期 32 

※資料番号は第 1図～第8図中の遺構番号に対応、文献番号は第 2表に対応
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神奈川県内出土の弥生時代土器棺 (2)

第2表 文献一覧表

文献
文献（報告書）名 刊行年 編集機関

番号

1 『三荷座前遺跡第2地点』 1997 三荷座前迫跡発掘調査団

2 『川崎市史 資料編 1』 1988 川崎市

3 
『八幡山遺跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告

2002 財団法人横浜市ふるさと歴史財団
31 

4 『調査研究集録』第4冊 1979 港北ニュータウン埋蔵文化財調査団

5 
『大棚杉山神社遺跡 歳勝土南迫跡』港北ニュータウン地域

2010 財団法人横浜市ふるさと歴史財団
内埋蔵文化財調査報告43

6 
『歳勝土遺跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告

1975 横浜市埋蔵文化財調査委員会
V 

7 『港北のむかし』 86 1988 港北ニュータウン埋蔵文化財調査団

8 『宮原』 1976 佐江戸遺跡調査会， 『折本西原遺跡』 1980 横浜市埋蔵文化財調査委員会

10 『東耕地遺跡』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告14 1986 神奈川県立埋蔵文化財センター

11 『山王山遺跡』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告8 1985 神奈川県立埋蔵文化財センター

12 『釜台町上星川遺跡』 1985 相武考古学研究所

13 『沼間三丁目遺跡群』 1989 沼間三丁目迫跡調査団

14 『池子遺跡群X』かながわ考古学財団調査報告46 1999 財団法人かながわ考古学財団

15 『吉井 ・池田地区迫跡群 I』 1997 吉井 ・池田地区埋蔵文化財発掘調査団

16 『住吉遺跡発掘調査報告書』 1981 住吉遺跡調査団

17 『片瀬大源太遺跡発掘調査報告書』 1997 大源太遺跡発掘調査団

18 『稲荷台地遺跡群石名坂迫跡第 5地点発掘調査報告書』 2009 株式会社博通

19 『大庭城址公園内追跡発掘調査報告書』 1991 
大庭城址公園整備事業区域内埋蔵文化
財発掘調査会

20 『藤沢市高倉枯藪迫跡発掘調査報告書』 1988 藤沢市裔倉枯藪迫跡発掘調査団

21 『社家宇治山迫跡』かながわ考古学財団調査報告264 2011 公益財団法人かながわ考古学財団

22 『中野桜野迫跡』かながわ考古学財団調査報告231 2009 財団法人かながわ考古学財団

23 『本郷中谷津迫跡ー第9次調査ー』 1994 本郷中谷追跡調査団

24 『海老名本郷迫跡x』 1995 本郷遺跡調査団

25 『大蔵東原遺跡発掘調査報告書』 1993 大蔵東原遺跡発掘調査団

26 『寒川町史8 別編考古』 1996 寒川町

27 『平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書2』 1989 平塚市遺跡調査会

28 『平塚市真田 ・北金目迫跡群発掘調査報告書9』 2012 平塚市真田 ・北金目遺跡調査会

29 『原口遺跡II』かながわ考古学財団調査報告104 2001 財団法人かながわ考古学財団

30 『向原遺跡』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告 1 1982 神奈川県立埋蔵文化財センター

31 『砂田台遺跡 I』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告20 1989 神奈川県立埋蔵文化財センター

32 
『千代南原第XVI・XVIll・XX地点』小田原市文化財調査報

2010 小田原市教育委員会
告書第154集
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神奈川県内出土の弥生時代土器棺 (2)
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神奈川県内出土の弥生時代土器棺 (2)
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神奈川県内出土の弥生時代土器棺 (2)
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弥生時代研究プロ ジェク トチーム
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神奈川県内出土の弥生時代土器棺 (2)

17. 東耕地遺跡 壺棺 21. 沼間ポンプ場南台地遺跡 3号住居址内壺

23. 三足谷遺跡

22. 池子遺跡群No.1 -A地点

第2号方形周溝墓北溝

｀ 
ここ一

蝙
ヽ

•• 

~
 

ぶ
．

唸
‘
•

f

1
.
`
 

‘
 

‘.
 `

 
、4̀

-~ 
_---•------

.1 , ；ヽ；こ9 | ― ー＇ーニ ， 

＼・ヘ：ここ、Iーーニニ）｀ ¥三． 1· ． ．ニニ ク’•`＼二~.. 1 

1号墓城

2
 

>(-"--
卜

_.....,__ 

疇醤冒

24.住吉遺跡

拿
◎

ー（〗

第 1号住居址覆土内合わせ口壺

～ぶ

一崎州ト9
,

 

凧.I',¥’` 
＼
 

＼
 

＼
＼
 

'`へ-＼
 

＼
＼
＼
 

t

閥`
44. 向原遺跡 219号住居址内土堀

二9
ロ

．．、`―-し＝一 l

、＼—-一寧脅'

30.高倉枯藪遺跡

喜
L元〗と90m

第 1号方形周溝墓 西溝

J
-

第8図 古墳時代前期の土器棺［遺構図 1/60、土器 1/8]

-33-



1.はじめに

神奈川県における古代の鉄(3)

一生産関連遺物の集成一

奈良•平安時代研究プロ ジェク トチーム

奈良•平安時代研究プロジェクトチームでは一昨年度から県内各地で出土した鉄生産に関連する遺物の集

成を開始した。その目的はどのような規模、施設で生産行為が行われていたのか、地域差があるのかを明ら

かにすることである。昨年度まで 2年にわたり相模国を中心に掲載してきたが、平塚市の出土例が多いため、

すべてを載せることが出来なかった。今年度は平塚市出土の鉄滓と鉄製品、および旧武蔵国（横浜・川崎地

域）の鉄生産関連遺物を掲載する。紙面の都合上、生産遺構と補遺を掲載することが出来なかったが、今年

度で集成の大半は終了した。次年度は未掲載分の掲載と、ここで得られたデータを元にした分析に着手した

いと考えている。鉄滓については、出土量が多い場合は遺構毎に点数 ・重量のみ報告されている場合が多い。

図化 ・計測されている鉄滓は、計測値を掲載したが、それ以外は点数・重量のみ記載した。他の遺物では、

報告書に記載が無く、囮がある場合は計測して記載した。また、図版はすべて 1/4に統一した。
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神奈川県における古代の鉄 (3)
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奈良•平安時代研究プロジェクトチーム
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神奈川県における古代の鉄 (3)
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神奈川県における古代の鉄 (3)
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［鉄滓・銅滓】

平塚市

ー51ー

No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
やね ....4 厚み "'...lal 

鉄滓 神明久保迫跡 A-S101 裂土 496.2 JO点

鉄滓 神明久保遺跡 A-Sl02 覆土 3675.0 73点

鉄滓 神明久保辿跡 A-S103 覆士 2431 2 56点

鉄滓 神明久保遺跡 A-S104 覆士 4620.2 116点

鉄滓 神明久保迫跡 A-S106 覆土 193.8 3点

鉄滓 神明久保迫跡 A-SI07 援土 73.0 15点

鉄滓 神明久保追跡 A-S108 援士 670.4 31点

鉄滓 神明久保迫跡 A-S109 覆土 1949.2 40点

鉄滓 神明久保迫跡 A-SllO 援土 32.4 1点

鉄滓 神明久保辿跡 A-Sill 援土 497.4 17点

鉄滓 神明久保追跡 A-S!12 殺士 226.6 4点

鉄滓 神明久保迪跡 A-S113 裂土 719.2 16点

鉄滓 神明久保追跡 A-SD群 覆土 1251 4 21点

鉄滓 神明久保遺跡 A-S115 授土 209 2 7点

鉄滓 神明久保迫跡 A-Sll6 裂士 424.2 6点

鉄滓 神明久保遺跡 A-Sil 7 裂士 49.2 2点
明石新他1991『神明久保辿跡ー第1地区ー』平塚市埋蔵文化財シリーズ第
l9集平塚市教育委員会

鉄滓 神明久保遺跡 A-S118 殺土 54.6 3点

鉄滓 神明久保迫跡 A-Sl19 裂土 1936 2 12点

鉄滓 神明久保迎跡 A-S120 裂土 38.8 2点

鉄滓 神明久保追跡 A-S122 裂士 41.0 3点

鉄滓 神明久保遺跡 A-SI23 裂土 532.6 6点

鉄滓 神明久保辿跡 A-S124 覆土 635.2 7点

鉄滓 神明久保辿跡 A-S125 殺土 28.0 2点

鉄滓 神明久保迫跡 A-S127 覆士 3353.2 32点

鉄滓 神明久保迫跡 A-01溝 覆土 1199.4 19点

鉄滓 神明久保辿跡 A-01集 裂士 3074.6 23点

鉄滓 神明久保追跡 B-S!Ol 覆土 242.2 3点

鉄滓 神明久保追跡 B-S103 覆士 664.2 3点

鉄滓 神明久保迫跡 B-S!04・5 覆土 148.6 6点

鉄滓 神明久保迫跡 B-S108 援土 401.4 6点

鉄滓 神明久保辿跡 B-S112 援土 113.2 2点
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
や在 叩な I疇 み 置̀,...LAL

鉄滓 神明久保迫跡 B-S116 裂土 287.8 8点

鉄滓 神明久保追跡 B-S118 裂土 38.0 1点

鉄滓 神明久保遺跡 B-S121 覆土 164.8 1点

鉄滓 神明久保迫跡 B-Pit21 裂士 98.0 1点

鉄滓 神明久保遺跡 B-01溝 投土 128.4 2点

鉄滓 神明久保遠跡 B-01井戸 裂土 30.8 1点

鉄滓 神明久保遺跡 C-SIOI 覆土 166.6 2点

鉄滓 神明久保遺跡 C-S103 覆土 395.8 4点

鉄滓 神明久保辿跡 C-S104 投士 1645.2 46点

鉄滓 神明久保逍跡 C-S!05 覆土 943.6 39点
明石新他199]『神明久保追跡ー第1地区ー』平塚市埋蔵文化財シリーズ第
l9集平塚市教育委員会

鉄滓 神明久保迫跡 C-SI06 裂土 152.0 16点

鉄滓 神明久保迫跡 C-S107 殺土 422.8 15点

鉄滓 神明久保辿跡 C-S!09 投土 53.6 10点

鉄滓 神明久保追跡 C-S110 授土 184.4 1点

鉄滓 神明久保迫跡 C-Sll4 覆士 35.4 2点

鉄滓 神明久保迫跡 C-S118 覆土 91.8 6点

鉄滓 神明久保追跡 C-S119 覆土 205.8 2点

鉄滓 神明久保逍跡 C-S122 覆土 745.6 18点

鉄滓 神明久保追跡 迫構外 覆土 41493.4 580点

I 鉄滓 神明久保追跡 SI03 床面 1/2以下 3.0 26 0.8 17.0 若林勝司他1991『神明久保辿跡ー第4地区一』平塚市埋蔵文化財調査報告

2 鉄滓 神明久保迫跡 SDOI 覆土 8.2 5.3 1 6 116.4 書第8集平塚市教育委員会

3 鉄滓 神明久保追跡 SD02 毅土 5.3 2.7 1.4 35.0 11世紀前半

10世紀後半～
小島弘義他1988「神明久保迫跡第5地区」『平塚市埋蔵文化財緊急調査

4 鉄滓 神明久保迫跡 SD03 裂士 4.3 4.0 2.0 38.0 報告笞3 昭和63年度発掘調査六ノ域追跡ほか8ヶ所』平塚市教育委
11世紀前半

員会
5 鉄滓 神明久保迫跡 SEO! 覆土 7.8 5.5 3.3 170.0 

6 鉄滓 神明久保過跡
SIOI 

裂土 5.2 7.3 15.5 82.2 
竪穴住居址

鉄滓 神明久保迫跡
S!04 

援土 7.4 7.4 3.0 250.0 7 
竪穴住居址

8 鉄滓 神明久保迫跡
Sl018 

毅土 4.3 4.5 2.2 81.6 
竪穴住居址 菅沼圭介他2003『神明久保迫跡第8地点』平塚市埋蔵文化財シリーズ38

鉄滓 神明久保追跡
S!08 

裂土 8.0 8.0 2.5 168.4 
平塚市教育委員会， 

竪穴住居址

10 鉄滓 神明久保辿跡
SI09 

裂土 4.5 7.0 20 91.4 
竪穴住居址

11 鉄滓 神明久保迫跡
SllO 

覆土 9.5 10.5 28 288.2 
竪穴住居址
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
岳砕 知砕 厚み 重量(g)

12 鉄滓 神明久保迎跡
S110 

裂土 5.0 6.7 2.6 142.8 
竪穴住居址

13 鉄滓 神明久保辿跡
S114 

覆土 7.5 8.8 3.4 175.4 
竪穴住居址

14 鉄滓 神明久保辿跡
S120 

毅土 4.4 6.7 2.3 95.0 
竪穴住居址

15 鉄滓 神明久保追跡
S125 

覆土 7 2 8.9 2.8 211 2 
竪穴住居址

16 鉄滓 神明久保迫跡
S127 

裂士 68 4 I 3.5 94.0 
竪穴住居址

17 鉄滓 神明久保迫跡
S128 

覆土 5.4 6.7 2.7 155.4 
竪穴住居址

18 鉄滓 神明久保辿跡
S133 

裂土 9.8 10.9 5.1 367.6 
竪穴住居址

19 鉄滓 神明久保迫跡
S135 

毅士 5 5 68 1.9 90.2 菅沼圭介他2003『神明久保遺跡第8地点』平塚市埋蔵文化財シリーズ38
竪穴住居址

SI35 
平塚市教育委員会

20 鉄滓 神明久保迫跡
竪穴住居址

裂土 5.8 8.5 2.8 225.4 

21 鉄滓 神明久保迫跡
S136 

裂土 3.8 8.5 2.2 78.6 
竪穴住居址

22 鉄滓 神明久保遺跡 SDl溝状辿構 毅土 4.8 7.9 4.2 203.8 

23 鉄滓 神明久保辿跡 SD4溝状迫構 裂土 4.8 6.5 2.7 118.6 

24 鉄滓 神明久保遺跡 SD5溝状迫構 殺士 7.9 6 7 3 5 161.4 

25 鉄滓 神明久保迫跡 SD5溝状迫構 股土 7.6 8.5 3 1 229.4 

26 鉄滓 神明久保迎跡 ピット51 税土 7.0 8.0 3.0 181.4 

27 鉄滓 神明久保迎跡 ピット51 裂土 6.0 8.2 2.8 88.4 

28 鉄滓 神明久保迫跡 ピット74 毅士 6.0 7 7 3.0 161.0 

29 鉄滓 神明久保迫跡 ピット225 投土 6.2 7.1 3.0 188.6 

30 鉄滓 神明久保迫跡 SLl 畝状迫構 5.1 6.6 2.5 84.0 碗型鉄滓

31 鉄滓 神明久保迫跡 SLl畝状迫構 2.2 3.0 1.5 5.0 
上原正人他2006『神奈川県平塚市神明久保追跡ー第10地点ー』テイケイト
レート＇株式 会社

32 鉄滓 神明久保迫跡 SLl 畝状迫構 2.1 2.8 1.2 14.0 

33 鉄滓 構之内迫跡 SI40 5.7 4.0 2 5 88.0 

34 鉄滓 椙之内迎跡 S149 7.1 6.5 2.9 99.4 

35 鉄滓 構之内迫跡 SK12 10.2 

36 鉄滓 構之内迫跡 SD14 4.7 5.8 2.7 78.2 
大野悟他2000『構之内追跡発掘調査報告苔u』三共株式会社平塚工場
建設に伴う発掘調査 三共株式会社

37 鉄滓 構之内迫跡 ピット216 7 3 4.7 1.9 89.2 

38 鉄滓 構之内迫跡 ピット216 6.1 4.8 1.8 82.2 

39 鉄滓 構之内迫跡 SXOl 40 2.8 25.4 
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N 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
喜径 知砕 厚 み ll[量 (r,)

40 鉄滓 構之内迫跡 SX03 37.8 大野悟他2000『構之内迫跡発掘調査報告笞11』三共株式会社平塚工場

41 鉄滓 構之内遺跡 追構外 6.2 7.2 2.8 141.8 建設に伴う発掘調査三共株式会社

42 鉄滓？ 山王A迫跡 9号溝状遺構 裂土 5.3 1.8 1.0 21.2 
9世紀後半～10錆が
世紀前半 著しい

鉄滓？ 山王A迫跡 9号溝状遺構 覆土 26.8 
9世紀後半～IO錆が 上原正人他］993「山王A迫跡第2地点」『山王A迫跡ー第2・3地点ー』平

43 59 2.0 1.0 
世紀前半 著しい 塚市埋蔵文化財調査報告書第10集平塚市教育委員会

鉄滓 山王A追跡 4号住居址 穫士 6.0 7.3 2.0 88.6 
下部は

44 
取瓶型

45 銅滓 山王A追跡 SB06 4.2 3.0 0.9 27.0 時期不詳 栗山雄揮他2006『山王A追跡第4地点』平塚市埋蔵文化財シリーズ41

46 鉄滓 山王A追跡 迎構外 6.1 5.7 2.0 70 6 平塚市教育委員会

47 鉄滓 四之宮山王B追跡 SI02 裂土 2/3 85 6.2 4.2 238.0 
10世紀

細野高伯1987『四之宮山王B迫跡』平塚市埋蔵文化財シリーズ4 平塚市第2~3四半期
教育委員会

48 銅滓 四之宮山王B辿跡 追構外 1/2 9.6 4 2 

鉄滓 山王B辿跡 遣構外 9.0 8.3 3.3 2803.0 
菅沼圭介他1998「山王B追跡第8地点」『山王久保辿跡他』平塚市埋蔵文
化財シリーズ31 平塚市教育委員会

49 鉄滓 山王B迫跡 Pl8 覆土 4.0 6.2 2 l 63 6 菅沼圭介他2002「山王B迎跡第12地点」『御殿B／山下長者屋敷／御領宮／
山王B』平成10・II年度市内迎跡緊急調査報告平塚市埋蔵文化財緊急

50 鉄滓 山王B迫跡 P47 裂土 4 4 4.8 3.3 85 2 調査報告書JO平塚市教育委員会

51 鉄滓 山王B追跡 Sill 裂土 完形 〔3.1] 〔2.1〕 〔1.2〕 4.6 
菅沼圭介他2012「山王B追跡第5・6地点J平塚市埋蔵文化財シリーズ45
平塚市教育委員会

鉄滓 高林寺辿跡 1区ーSIOI 64 5 1点

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーSI03 213.3 - 3点

鉄滓 高林寺辿跡 1区-S104 123.4 - 11点

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーSI05 79.6 1点

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーS106 61.5 3点

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーS107 33.7 1点

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーS!09 80.8 2点

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーSIIO 27.1 1点
小島弘義他1984『四之宮下郷』神田・大野迫跡発掘調査団

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーSill 76.1 3点

鉄滓 高林寺追跡 1区ーSll5 14.3 2点

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーSBOI 10.l 1点

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーSBOl(P2) 270.5 - 2点

鉄滓 高林寺追跡 1区-SBOl(P3) 13.4 1点

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーS801(Pl 7) 60.8 1点

鉄滓 高林寺遺跡 1区ーS802(P05) 5.2 1点

鉄滓 高林寺追跡 1区ーSB05(P27) 66.8 1点
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
歪や ....や 厚み Ill--10) 

鉄滓 高林寺迎跡 1区-P37 13 7 1点

鉄滓 高林寺迫跡 1区ーSEO! 124.2 - 1点

鉄滓 高林寺追跡 1区ーSDOI 4414.2 - 40点

鉄滓 高林寺追跡 1区ーSF02 150.6 - 5点

鉄滓 高林寺迫跡 1区-G 321.9 - 8点

鉄滓 高林寺追跡 2区ーSIOI 135.8 - 4点

鉄滓 高林寺迫跡 2区ーS103 142 4点

鉄滓 高林寺迫跡 2区ーS!04 32.3 1点

鉄滓 高林寺迫跡 2区ーS!05 172.3 - 4点

鉄滓 高林寺迫跡 2区ーSI06 125.5 - 3点

鉄滓 高林寺迫跡 2区ーS!07 101.8 - 2点

鉄滓 高林寺迫跡 2区-SIO8 33.7 1点

鉄滓 高林寺追跡 2区ーSI09 41.0 1点

鉄滓 嵩林寺追跡 2区ーS115 35.9 1点

鉄滓 商林寺迎跡 2区ーS116 239 2 - 5点

鉄滓 高林寺辿跡 2区ーS117 211.1 - 2点

鉄滓 高林寺追跡 2区ーSI21 75.3 4点 小島弘義他1984『四之宮下郷』神田・大野辿跡発掘調査団

鉄滓 高林寺辿跡 2区ーS123 436.5 - 3点

鉄滓 高林寺迫跡 2区ーSK12 221.0 1点

鉄滓 高林寺迫跡 2区ーSX02 527.9 - 4点

鉄滓 高林寺追跡 2区ーG 247.9 - 6点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーS102 222.0 1点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーS!03 I 151.9 - 17点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーS!04 202.2 - 4点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーSI05 76.3 1点

鉄滓 漑林寺追跡 3区ーS106 596.5 - 12点

鉄滓 商林寺迫跡 3区ーS!07 589.7 - 7点

鉄滓 高林寺遺跡 3区ーS108 22.4 2点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーS109 142.5 - 1点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーSill 210.2 - 1点

鉄滓 高林寺迫跡 3区-Sll2 397 4点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーS114 19.3 1点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーSll8 111.8 - 3点
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
や ゆ 印な 琶^ 餞,..,.,

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーS125 337.6 - 6点

鉄滓 涯林寺辿跡 3区ーSB03(SK49) 20.9 1点

鉄滓 高林寺辿跡 3区ーSB03(SK57) 7.4 1点

鉄滓 高林寺追跡 3区ーSB06(SK73) 37.6 1点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーSKll 44.0 1点

鉄滓 翡林寺辿跡 3区ーSK32 131.2 - 1点

鉄滓 高林寺追跡 3区ーSK60 5.1 1点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーSK61 29.0 1点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーSK62 13.4 1点

鉄滓 高林寺迫跡 3区ーSK90 112.9 - 4点

鉄滓 麻林寺辿跡 3区ーSK93 44.5 1点

鉄滓 麻林寺辿跡 3区ーSK113 34.7 2点

鉄滓 高林寺辿跡 3区ーSK117 33.7 1点

鉄滓 店林寺追跡 3区-P30 12 1点

鉄滓 商林寺遺跡 3区ーP37 22.1 1点

鉄滓 祁林寺遺跡 3区-SDO2 166.8 - 3点

鉄滓 麻林寺追跡 3区ーSD06 2423.4 - 19点 小島弘義他1984『四之宮下郷』神田・大野辿跡発掘調査団

鉄滓 祁林寺遺跡 3区ーSX04 271.6 - 4点

鉄滓 麻林寺逍跡 3区ーG 2196.1 - 35点

鉄滓 高林寺遣跡 4区ーS!08 21.8 1点

鉄滓 高林寺追跡 4区ーS110 15.5 1点

鉄滓 高林寺追跡 4区ーSll9 137.5 - 6点

鉄滓 高林寺追跡 4区ーS125 30.8 2点

鉄滓 高林寺逍跡 4区ーS132 35 1点

鉄滓 高林寺追跡 4区ーSI38 25.7 1点

鉄滓 高林寺追跡 4区ーS803 147.7 - 2点

鉄滓 高林寺迫跡 4区ーSK09 80 1点

鉄滓 商林寺追跡 4区ーSK23 3.4 1点

鉄滓 断林寺追跡 4区ーP05 36.3 1点

鉄滓 高林寺追跡 4区ーSEO! 1211 2点

鉄滓 高林寺迫跡 4区ーSE05 19.8 1点

鉄滓 高林寺辿跡 4区-SE08 3.5 1点

鉄滓 高林寺迫跡 4区ーSE!O 143 5 - 2点
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
岳ィ ...、畳← 厚み 雷量(a¥

鉄滓 高林寺迫跡 4区ーSE15 56.3 2点

鉄滓 高林寺追跡 4区-SD04 266.4 - 1点

鉄滓 高林寺迫跡 4区ーSFOl 190.9 - 1点

鉄滓 高林寺迫跡 4区ーG 113.2 - 2点

鉄滓 高林寺迫跡 5区ーSE06 49.5 3点

鉄滓 高林寺迫跡 5区ーSD03 37.3 2点

鉄滓 高林寺迫跡 5区ーSD06 38.3 1点

鉄滓 高林寺辿跡 5区ーSDO8 73.5 1点

鉄滓 高林寺逍跡 5区ーSKD04 18.4 1点

鉄滓 高林寺迫跡 5区ーG 1098.1 - 17点

鉄滓 商林寺遣跡 6区ーSK04 28 4 1点

鉄滓 高林寺遺跡 7区ーSBOl 36.4 1点

鉄滓 高林寺迫跡 7区ーSB02 36.2 5点

鉄滓 高林寺遣跡 7区ーS012 1685 7 - 60点

鉄滓 高林寺逍跡 7区ーSDl:l 5.0 1点

鉄滓 高林寺迫跡 9区ーSDJ6 77.4 1点

鉄滓 高林寺追跡 9区ーG 80.3 1点 小島弘義他1981『四之宮下郷』神田・大野迫跡発掘調査団

鉄滓 萬林寺迫跡 10区ーSD02 210 0 - 1点

鉄滓 高林寺追跡 11区ーSD08 46.2 1点

鉄滓 高林寺迫跡 15区ーSK03 3670.7 - 102点

鉄滓 高林寺迫跡 15区ーSE09 195.2 - 5点

鉄滓 高林寺迫跡 15区ーSD04 207.5 2点

鉄滓 高林寺迫跡 15区ーSD09 1773.4 - 15点

鉄滓 高林寺迫跡 15区ーSD12 27.2 1点

鉄滓 高林寺迎跡 15区ーSD15 20.8 1点

鉄滓 萬林寺迫跡 15区ーG 173.1 - 2点

鉄滓 高林寺迫跡 16区ーSDOl 2824.8 - 22点

鉄滓 高林寺迫跡 16区ーSK02 28.5 1点

鉄滓 嵩林寺遺跡 16区ーSK06 13.4 2点

鉄滓 高林寺追跡 19区ーSE03 370.0 1点

鉄滓 商林寺迎跡 19区ーG 147.3 - 2点

鉄滓 裔林寺迫跡 33区ーG 28.0 1点

鉄滓 高林寺追跡 34区-SKOi 132.0 1点
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
岳在 匹 Z 厚み 11[重 {gl

鉄滓 高林寺迫跡 34区ーSDOI 79.7 2点

鉄滓 高林寺迎跡 34区ーSD03 72.1 1点

鉄滓 高林寺迫跡 34区ーSD04 93.7 1点

1点
小島弘義他1984『四之宮下郷』神田・大野追跡発掘調査団

鉄滓 高林寺遺跡 34区ーSD16 13.6 

鉄滓 高林寺迫跡 34区ーSD24 103.7 - 1点

鉄滓 高林寺迫跡 34区ーG 73.3 2点

鉄滓 高林寺迫跡 S101 235 9 II世紀前半 5点

鉄滓 高林寺迫跡 S102 1108.0 II世紀前半 11点

鉄滓 高林寺追跡 SI03 383.2 12世紀前半 9点

52・53 鉄滓 高林寺遺跡 S!04 1084.6 11世紀前半 17点

鉄滓 高林寺追跡 S105 406.9 11世紀前半 6点

54 鉄滓 高林寺迪跡 S106 186.8 9世紀後半 2点

鉄滓 甜林寺追跡 S107 85.2 10世紀中築 2点

鉄滓 閲林寺追跡 SI08 185 8 9世紀後半 8点

鉄滓 麻林寺遺跡 S!09 39.7 9世紀後半 1点

鉄滓 高林寺迎跡 S110 511.3 10世紀中業 1点

鉄滓 高林寺遺跡 Sl l l 1427.5 12世紀前半 36点

55 鉄滓 高林寺追跡 S112 302.0 II世紀前半 1点

鉄滓 高林寺遺跡 Sll4 109.0 II世紀前半 3点

鉄滓 高林寺迫跡 S116 358.9 8世紀前半 4点
小島弘義1985『四之宮高林寺1l』平塚市埋蔵文化財調査報告苔第2集平
塚市教育委員会

鉄滓 高林寺遺跡 S117 444.8 8世紀前半 5点

鉄滓 高林寺迎跡 Sll8 170.7 9世紀後半 2点

56・57 鉄滓 高林寺迫跡 SDOI 1674.5 8世紀～10世紀 20点

鉄滓 高林寺迫跡 SD05 180 0 4点

鉄滓 高林寺迫跡 SD07 285.5 9点

58 鉄滓 高林寺迫跡 SD09 1282.2 25点

59 鉄滓 高林寺迫跡 SDlO 28.4 1点

60 鉄滓 商林寺迫跡 SDll 2549.9 40点

61~64 鉄滓 高林寺迫跡 SD12 715.4 15点

鉄滓 高林寺迎跡 SD13 890.0 12点

鉄滓 病林寺迫跡 SD14 177.6 3点

鉄滓 高林寺追跡 SD15 52.2 5点

鉄滓 高林寺遣跡 SD16 120.3 3点
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出士位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
昇径 知砕 厚み 重量(g)

鉄滓 高林寺追跡 SDZO 129.9 2点

鉄滓 高林寺迫跡 SD22 201.4 3点

鉄滓 高林寺迫跡 SD27 182.2 2点

鉄滓 高林寺辿跡 51 8 2点
小島弘義1985『四之宮裔林寺11』平塚市埋蔵文化財調査報告害第2集平

SD28 
塚市教育委員会

鉄滓 高林寺迫跡 SD29 14 5 1点

65 鉄滓 面林寺追跡 その他 878.7 21点

66~68 鉄滓 高林寺迎跡 追構外 6742.0 140点

鉄滓 翡林寺追跡
鍛冶工房

21338 0 - 283点
SX0l 小島弘義1988 「四之宮高林寺迫跡第7地区」『諏訪前B • 高林寺』平塚市埋

銅滓 高林寺迫跡 SX02 781点 蔵文化財シリーズ6 平塚市教育委員会

銅滓 高林寺迫跡 SKO2 665.0 - 12点

69 鉄滓 高林寺迫跡 S101 毅土 8 2 5 8 30 10世紀後菜

70 鉄滓 高林寺迫跡 S101 裂土 6 1 5.3 1 9 10世紀後莱

鉄滓 涵林寺追跡 殺土 6.3 3.0 120.0 10世紀後菓
小島弘義1990「高林寺迫跡第9地区」『梶谷原・衛林寺追跡』平塚市埋蔵

71 S106 7.3 文化財シリーズ16平塚市教育委員会・平塚市追跡調査会

72 鉄滓 高林寺遺跡 SFOl 毅土 6.8 5.8 5.4 280.0 

73 鉄滓 高林寺遺跡 SFOl 裂土 7.1 3.9 2.2 80 0 

74 鉄滓 高林寺迫跡 8号竪穴住居址 裂土 4.0 38 2.5 32 4 8世紀後半

75 鉄滓 高林寺迫跡 8号竪穴住居址 税土 6.4 7.1 4.0 120.6 8世紀後半 菅沼圭介他1999「高林寺迫跡第12地点」『嵩林寺迫跡他』平塚市埋蔵文

76 鉄滓 高林寺追跡 3号配石迫構 殺土 6 3 6.8 1.4 106.6 13世紀 化財シリーズ33平塚市教育委員会

77 鉄滓 商林寺遺跡 遺構外 8.9 7.9 3.6 267.0 

78 鉄滓 高林寺追跡 辿構外 5.1 4.0 2.3 40.8 
中嶋由紀子他2009「高林寺迫跡第14地点」『広川城跡／高林寺追跡』平塚
市埋蔵文化財緊急調査報告習13 平塚市教育委員会

79 鉄滓 厚木道遺跡 SEOl 裂土 12 5 11.4 3 3 35.0 8世紀前半
小島弘義他1988「厚木道辿跡第2地区」『平塚市埋蔵文化財緊急調査報
告書3昭和63年度発掘調査六ノ域迫跡ほか8ヶ所』平塚市教育委員会

80 鉄滓 厚木道迫跡 S106 裂士 62 5.0 24 76 6 8世紀後半 大野悟他2002「厚木道迫跡第6地点」『厚木道迫跡』平塚市埋蔵文化財シ

81 鉄滓 厚木道遺跡 llO号ピット 2.2 3.7 1.3 4.8 リーズ36平塚市教育委員会

82 鉄滓 梶谷原A迫跡 P184 覆土 7.0 5.2 1 6 180 0 
菅沼圭介他2000「梶谷原A辿跡第3地点」『梶谷原A迫跡他』平塚市埋蔵
文化財シリーズ 34平塚市教育委員会

鉄滓 御殿c辿跡 迫樅外 3.6 4.5 1 6 41.0 
菅沼圭介他1996「御殿c辿跡第2地点」『林B辿跡他』平塚市埋蔵文化財
シリーズ28平塚市教育委員会

83 鉄滓 稲荷前B迫跡 S101 投土 7.6 5 4 1.8 74.8 9世紀前半

84 鉄滓 稲荷前B追跡 S!01 裂土 5.6 3.8 3.0 95.0 9世紀前半

85 鉄滓 稲荷前B遺跡 S!01 殺土 8.6 7.0 2.4 170.0 9世紀前半
栗山雄揮1997「稲荷前B逍跡第4地点」『稲荷前B辿跡他』平塚市埋蔵文
化財シリーズ30 平塚市教育委員会

86 鉄滓 稲荷前B迫跡 S!01 股土 78 50 2.4 131.8 9世紀前半

87 鉄滓 稲荷前B辿跡 S101 殺土 70 6.2 4.0 114.8 9世紀前半
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
49  “と2 厘み ,.,._," 

88 鉄滓 稲荷前B辿跡 S!01 投土 6.0 4.4 2 2 94.2 9世紀前半

89 鉄滓 稲荷前B追跡 S!01 裂土 6.2 4.6 3.6 100.8 9世紀前半
栗山雄揮1997「稲荷前B迫跡第4地点」『稲荷前B辿跡他』平塚市埋蔵文
化財シリーズ30 平塚市教育委員会

90 鉄滓 稲荷前B辿跡 S101 穫土 5.1 3.6 2.2 33.0 9世紀前半

91 鉄滓 稲荷前B追跡 S101 覆土 41.5 50 8 32.3 68.6 

稲荷前B追跡
9世紀後半

92 鉄滓 S!Ol 穫土 39.2 43.8 23.5 36.6 

93 鉄滓 稲荷前B逍跡 SI02 覆土 52 5 80.0 30.0 151.2 9世紀後半

94 鉄滓 稲荷前B遺跡 Sll5 覆土 58.0 74.0 23.0 164.8 10世紀前半

95 鉄滓 稲荷前B追跡 S128 覆土 44.0 65.0 22.0 88.6 10世紀後半

96 鉄滓 稲荷前B遣跡 SBOI 覆土 43 0 46.0 16.0 32.4 9世紀代
大野悟他2005『稲荷前B迫跡—第5地点ー』平塚市埋蔵文化財シリーズ40
平塚市教育委員会

97 鉄滓 稲荷前B逍跡 SBOI 援土 58.0 78 0 32.0 188.2 9世紀代

98 鉄滓 稲荷前B辿跡 辿構外 50.0 61.0 23.0 64.0 

99 鉄滓 稲荷前B辿跡 迫構外 63.0 69.0 22.0 140.2 

100 鉄滓 稲荷前B追跡 追構外 42.0 40.0 38 0 62.8 

IOI 鉄滓 稲荷前B迫跡 迫構外 47.0 50.0 31.0 54.6 

102 鉄滓 中原大縄橋追跡 追構外 17.0 14.0 3.4 970.0 
小島弘義他1989「中原大縄橋追跡」『諏訪前B・大縄橋追跡他』平塚市埋
蔵文化財シリーズ13平塚市教育委員会

103 鉄滓 六ノ域追跡 9号ヒ ッ゚ト 6.0 7.1 2.3 105.0 上原正人1992「六ノ域第8地点」『天神前・桜畑追跡他』平塚市埋蔵文化財

104 鉄滓 六ノ域辿跡 2号竪穴住居址 7.7 10.2 3.6 273.0 10世紀 シリーズ21平塚市教育委員会・平塚市追跡調査会

105 鉄滓 六ノ域追跡 SDOl 5.8 5.0 2.3 81.8 9~10世紀

106 鉄滓 六ノ域追跡 SEOI 4.5 3.5 09 17 2 ガラス質 栗山雄揮1996「六ノ域遣跡第11地点」『南原B追跡他』平塚市文化財シ

7世紀後半～
リーズ 29平塚市・平塚市迫跡調査会

107 鉄滓 六ノ域辿跡 P26 6.8 4.3 2.3 78.2 
8世紀

108 鉄滓 大会原辿跡 Nf-134号住居 10.5 13,2 5.4 562.0 依田亮ー他2007『i柑南新道関連追跡 I』（大会原辿跡第4地点・六ノ域第
109 鉄滓 大会原迫跡 Nl-130号住居 4.3 7.0 2.5 14地点）かながわ考占学財団調査報告208財団法人かながわ考古学財

110 鉄滓 大会原辿跡 NH36号住居 7.3 8.2 3.6 285.0 団

鉄滓 六ノ域追跡 II分1lH-総数 39424.0 ※中世分と合計
依田亮一他2009『湘南新道関連迫跡Il』（六ノ域第14地点）かながわ考古
学財団調査報告242財団法人かながわ考古学財団

111 鉄滓 六ノ域迎跡 NHI鍛冶工房 12.0 7.8 5.8 549.7 

112 鉄滓 六ノ域迫跡 NHl鍛冶工房 12.7 10.0 4.3 383.9 

113 鉄滓 六ノ域迎跡 NHI鍛冶工房 8.4 7.2 4.4 276.0 

114 鉄滓 六ノ域追跡 NHI鍛冶工房 59 5.4 2.3 82.0 9世紀後半～ 柏木善治他2007『i柑南新道関連辿跡m』（六ノ域第14地点）かながわ考古
115 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 6 3 55 40 189 0 IO世紀後半 学財団調査報告210財団法人かながわ考古学財団

116 鉄滓 六ノ域追跡 NHI鍛冶工房 7.4 7.4 1.8 142.1 

117 鉄滓 六ノ域迫跡 NHl鍛冶工房 7.8 4.2 3.1 111.7 

118 鉄滓 六ノ域辿跡 NH1鍛冶工房 11.0 8.3 39 410.1 
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
岳在 叩在 厚み "'--lal 

119 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 10.4 6.8 4.4 210.4 

120 鉄滓 六ノ域迎跡 NHI鍛冶工房 7.6 66 4.2 243.0 

121 鉄滓 六ノ域追跡 NHI鍛冶工房 4.8 3.0 1.8 33.5 

122 鉄滓 六ノ域追跡 NH!鍛冶工房 7 7 4.4 2.5 93.5 

123 鉄滓 六ノ域迫跡 NHI鍛冶工房 6.6 3.5 3.6 53.2 

124 鉄滓 六ノ域追跡 NH1鍛冶工房 3.5 24 7.0 5.9 

125 鉄滓 六ノ域辿跡 NHI鍛冶工房 50 4.4 2.3 30.0 

126 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 4.0 3.0 1.6 24.0 

127 鉄滓 六ノ域逍跡 NHI鍛冶工房 3.0 22 1.2 7.0 

128 鉄滓 六ノ域追跡 NH!鍛冶工房 40 3.8 1.9 250.4 

129 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 3.6 2.6 1.4 9.0 

130 鉄滓 六ノ域遺跡 NH!鍛冶工房 3.4 2.0 1.4 9.5 

131 鉄滓 六ノ域辿跡 NHl鍛冶工房 6.0 5 0 2.7 45.6 

132 鉄滓 六ノ域追跡 NH1鍛冶工房 5.0 3.9 2.7 35.0 

133 鉄滓 六ノ域追跡 NH!鍛冶工房 6.0 3.6 2.9 44.0 

134 鉄滓 六ノ域辿跡 NI-II鍛冶工房 3.0 2.5 2.0 10.0 
柏木善治他2007『湘南新道関連迫跡m』（六ノ域第14地点）かながわ考古

鉄滓 六ノ域追跡 NHl鍛冶工房
9世紀後半～

135 3.3 29 I 6 17 0 10世紀後半 学財団調査報告210財団法人かながわ考古学財団

136 鉄滓 六ノ域迎跡 NH!鍛冶工房 2.6 2.3 2.0 14.0 

137 鉄滓 六ノ域辿跡 NH!鍛冶工房 3.6 3.0 1.4 11.8 

138 鉄滓 六ノ域迎跡 Nl--11鍛冶工房 5.1 5.0 1.6 29.1 

139 鉄滓 六ノ域追跡 NH!鍛冶工房 3.9 3.2 1.2 9.7 

140 鉄滓 六ノ域辿跡 NHI鍛冶工房 4.6 2.7 1.5 18.2 

141 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 3.9 2.7 1.5 12.3 

142 鉄滓 六ノ域追跡 NH!鍛冶工房 4.5 2.8 2.0 30.2 

143 鉄滓 六ノ域追跡 NHI鍛冶工房 3.3 2.7 2.5 24.6 

144 鉄滓 六ノ域迎跡 NH!鍛冶工房 4 7 3.0 1.3 17.0 

145 鉄滓 六ノ域追跡 NH!鍛冶工房 4.0 2.7 1.6 20.0 

146 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 6.2 4 2 2.5 96.0 

147 鉄滓 六ノ域追跡 NHI鍛冶工房 3.7 3.4 2.2 37.0 

148 鉄滓 六ノ域辿跡 NH!鍛冶工房 3.0 2 6 2.1 15.2 

149 鉄滓 六ノ域迎跡 NH!鍛冶工房 3.2 1.9 1 2 5.4 

150 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 3.0 2.4 1.5 11.4 

151 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 2.8 2.2 2.0 9.4 

菩
浙
）＝
茄一
rt
サ
ー
｝
が
叶
含

S
熔

(
3
 



ー62ー

No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
岳な 灼 1 厚み "'...1" 

l52 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 3.0 2.1 1.6 12.6 

153 鉄滓 六ノ域迎跡 NH!鍛冶工房 2.0 2.3 2.0 15.8 

154 鉄滓 六ノ域追跡 NHl鍛冶工房 3.0 2.1 1.0 9.1 

155 鉄滓 六ノ域追跡 NH1鍛冶工房 5.7 2 5 1.8 22.7 

156 鉄滓 六ノ域追跡 NH!鍛冶工房 2.9 2.1 1.8 9.0 

157 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 2.4 1 9 1.3 4.0 

158 鉄滓 六ノ域辿跡 NHl鍛冶工房 3.1 2.7 2.0 10.0 

159 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 29 l 7 1,4 5.0 

l60 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 2,4 2.2 2,0 10 0 

161 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 2.8 2.5 1.8 6.0 

162 鉄滓 六ノ域辿跡 NHI鍛冶工房 3.3 2.0 1.5 8.2 

163 鉄滓 六ノ域迫跡 NH1鍛冶工房 7.3 7.1 2.7 72.8 

164 鉄滓 六ノ域追跡 NH1鍛冶工房 4.5 2.3 2.0 20 0 

l65 鉄滓 六ノ域迫跡 NH1鍛冶工房 6.1 5.1 2.7 105.0 

166 鉄滓 六ノ域辿跡 NHI鍛冶工房 4.5 3.7 1.7 35.4 

167 鉄滓 六ノ域遺跡 NHI鍛冶工房 7.2 4.2 2.4 46.9 

鉄滓 六ノ域迫跡 NHl鍛冶工房 36 3.3 1.9 28 9 
9世紀後半～ 柏木善治他2007『湘南新道関連辿跡rn』（六ノ域第14地点）かながわ考古

168 10世紀後半 学財団調査報告210財団法人かながわ考古学財団

169 鉄滓 六ノ域辿跡 NH!鍛冶工房 3 5 3.1 1.4 11.0 

170 鉄滓 六ノ域迫跡 NHI鍛冶工房 3.1 2.7 1.9 28 0 

171 鉄滓 六ノ域追跡 NHI鍛冶工房 3.5 3.2 2.1 26.0 

172 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!鍛冶工房 4.7 3.9 3.0 40.8 

173 鉄滓 六ノ域辿跡 NH!鍛冶工房 3.4 32 1.8 19.0 

174 鉄滓 六ノ域迫跡 NH1鍛冶工房 , 5.4 2.8 23 40.0 

175 鉄滓 六ノ域追跡 NHI鍛冶工房 3.0 2.3 1.0 9.2 

176 鉄滓 六ノ域遺跡 NH1鍛冶工房 5.0 3.1 2.5 21.9 

177 鉄滓 六ノ域迫跡 NH1鍛冶工房 6.0 5.1 2.1 46.0 

178 鉄滓 六ノ域遺跡 NH!鍛冶工房 4.5 2.9 2.1 34.0 

179 鉄滓 六ノ域追跡 NH1鍛冶工房 3.9 3.7 2.8 48.0 

180 鉄滓 六ノ域迫跡 NHl鍛冶工房 3.1 2.5 2.3 18 0 

181 鉄滓 六ノ域遺跡 NH1鍛冶工房 3.4 2.8 2.0 18.0 

182 鉄滓 六ノ域遺跡 NH!鍛冶工房 4.1 2.0 1.6 19.0 

183 鉄滓 六ノ域迫跡 NH1鍛冶工房 39 3.6 2.7 36.0 

184 鉄滓 六ノ域迫跡 NHl鍛冶工房 3 7 2.8 2.6 24.0 
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No. 器種名 遺跡名 出士遺構 出土位置 遺存状況
法量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
岳在 灼な 厚み "'...1g) 

185 鉄滓 六ノ域追跡 NH!鍛冶工房 2.0 1.7 1.1 3.7 

186 鉄滓 六ノ域辿跡 NH1鍛冶工房 2.7 2.0 1.8 12.0 

187 鉄滓 六ノ域迫跡 NHI鍛冶工房 3.1 2.8 1.3 15.8 

188 鉄滓 六ノ域辿跡 NHl鍛冶工房 3 3 2.7 2 I 15 0 

189 鉄滓 六ノ域辿跡 NHl鍛冶工房 2.7 2.6 1.6 7.0 

190 鉄滓 六ノ域辿跡 NH!鍛冶工房 3.0 2.3 1.7 14.0 

191 鉄滓 六ノ域辿跡 NH!鍛冶工房 4.0 3.1 2.6 43.0 9世紀後半～ 柏木善治他2007『湘南新道関連辿跡III』（六ノ域第14地点）かながわ考古

192 鉄滓 六ノ域辿跡 NHI鍛冶工房 3 2 2.3 1.9 13 0 
10世紀後半 学財団調査報告210財団法人かながわ考古学財団

193 鉄滓 六ノ域迪跡 NHl鍛冶工房 2 7 2.7 1.7 16.0 

194 鉄滓 六ノ域遺跡 NH1鍛冶工房 3.5 2.5 2.5 19.0 

鉄滓 六ノ域迫跡 NHl鍛冶上房 149832.7 

鉄滓 六ノ域迫跡 NH45号土坑 19793.7 

195 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!大型鍛冶工房 8.2 7.0 2.5 118.0 

196 鉄滓 六ノ域迎跡 NH!大型鍛冶工房 4 0 4.2 1.4 36.0 

197 鉄滓 六ノ域迫跡 NHl大型鍛冶工房 11 4 9.2 4.2 589 7 

198 鉄滓 六ノ域追跡 NH!大型鍛冶工房 3.8 2.8 2.7 44.7 

199 鉄滓 六ノ域追跡 NHI大型鍛冶工房 9.0 6.9 3.5 300.8 

200 鉄滓 六ノ域遺跡 NH1大型鍛冶工房 1.5 1.3 1.1 3.4 

201 鉄滓 六ノ域追跡 NH!大型鍛冶工房 24 1 8 1.5 7.7 

202 鉄滓 六ノ域迫跡 NH1大型鍛冶工房 1.5 1.4 9.0 2.3 

203 鉄滓 六ノ域追跡 NH!大型鍛冶工房 1.7 1.6 1.1 3.5 

204 鉄滓 六ノ域逍跡 NHI大型鍛冶工房 3.2 2.8 1.9 21.9 

205 鉄滓 六ノ域迫跡 NH!大型鍛冶工房 2.3 2.1 1.6 10.1 

206 鉄滓 六ノ域迫跡 NH1大型鍛冶工房 2.4 1.7 1.5 7.3 
9世紀後半～ 柏木善治他2009『湘南新道関連迫跡w』（六ノ域第14地点）かながわ考古
II世紀後莱 学財団調査報告243財団法人かながわ考古学財団

207 鉄滓 六ノ域迫跡 NHI大型鍛冶工房 2.0 2.0 1.4 7.1 

208 鉄滓 六ノ域逍跡 Nl-11大型鍛冶工房 9.0 9.0 8,0 0.9 

209 鉄滓 六ノ域遺跡 NHI大型鍛冶工房 36 3 2 2.0 25.8 

210 鉄滓 六ノ域追跡 NHl大型鍛冶工房 2.2 1.6 1.3 6.5 

211 鉄滓 六ノ域追跡 NHI大型鍛冶工房 1.9 1.9 l.3 7.3 

212 鉄滓 六ノ域追跡 NH1大型鍛冶工房 3.1 2.8 2.6 25.2 

213 鉄滓 六ノ域辿跡 NH1大型鍛冶工房 3.5 2.2 1 6 15 9 

214 鉄滓 六ノ域辿跡 NHI大型鍛冶工房 2.2 1.6 1.4 60 

215 鉄滓 六ノ域迎跡 NH1大型鍛冶工房 2.5 2.3 1.0 3.4 
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K 器種名 遺跡名 出士遺構 出土位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構の時期 備考 文献名.....ゆ *t9や 厚 み 曰 - 10

216 鉄滓 六ノ城迎跡 NHl大型鍛冶工房 2.5 2.3 2.1 13.4 

217 鉄滓 六ノ域追跡 NH1大型鍛冶工房 5.0 3 5 2.6 35.2 

218 鉄滓 六ノ域遺跡 NH!大型鍛冶工房 5.2 3 4 3.3 64.5 

219 鉄滓 六ノ域追跡 NHl大型鍛冶工房 5.1 4.3 2.9 74.2 

220 鉄滓 六ノ域遺跡 NH!大型鍛冶工房 3.4 2.5 1.6 15.0 

221 鉄滓 六ノ域追跡 NHI大型鍛冶工房 6.0 5.7 4.9 169.2 

222 鉄滓 六ノ域迫跡 NH1大型鍛冶工房 3.7 3.4 I 4 29.8 

223 鉄滓 六ノ域追跡 NH]大型鍛冶工房 3.3 2.5 1.3 69 
9世紀後半～ 柏木善治他2009『湘南新道関連追跡IV』（六ノ域第14地点）かながわ考古
11世紀後薬 学財団調査報告243財団法人かながわ考古学財団

224 鉄滓 六ノ域追跡 NHI大型鍛冶工房 5.4 3.9 3.8 48.2 

225 鉄滓 六ノ域迫跡 NHI大型鍛冶工房 3.6 3.3 2.6 20.J 

226 鉄滓 六ノ域追跡 NHI大型鍛冶工房 2.3 1.9 1.5 5.6 

227 鉄滓 六ノ城迫跡 NH!大型鍛冶工房 4.1 3.6 1.7 18 8 

228 鉄滓 六ノ域迫跡 NH1大型鍛冶工房 3.3 2.5 1.6 16.4 

229 鉄滓 六ノ城追跡 NH1大型鍛冶工房 5.6 5.3 2.4 15.8 

230 鉄滓 六ノ域迫跡 NHI大型鍛冶工房 3.2 2.8 2.4 25.5 

231 銅滓 七ノ域遺跡 5号竪穴住居址 裂土 1.4 3.9 0.5 11.8 
10世紀～

II世紀

取瓶の形状 栗山雄揮1998『七ノ域逍跡ー第2地点ー』平塚市埋蔵文化財調査報告書15
232 鉄滓 七ノ域迫跡 15号溝状追構 毅土 6.1 7.0 2.7 149.4 8世紀以降

を残す
平塚市教育委員会

233 鉄滓 七ノ域迫跡 SKOL 覆土 9.5 8.6 3.0 321.8 

234 鉄滓 七ノ域迫跡 遺構外 4.3 4.5 l 3 27 6 
昔沼圭介他2009『七ノ域迎跡ー第3・5地点ー』平塚市埋蔵文化財シリーズ43
平塚市教育委員会

235 鉄滓 天神前追跡 1号竪穴住居址 覆土 14.0 l l.8 5.40 329.2 8世紀前後

236 鉄滓 天神前迫跡 1号竪穴住居址 裂土 14.0 12.2 5.00 275.6 8世紀前後
明石新1992『天神前追跡ー第7地点ー』平塚市埋蔵文化財調査報告書第9
集平塚市教育委員会

237 鉄滓 天神前迎跡 1号竪穴住居址 殺土 13.0 11.0 3.40 l71 8 8世紀前後

菅沼圭介他2006「天神前追跡第13地点J『天神前／塚越古墳／十二天』平
238 鉄滓 天神前迫跡 追構外 破片 5.2 6.2 1.80 63.0 成14・15年度市内迫跡緊急調査報告平塚市埋蔵文化財緊急調査報告

芯12 平塚市教育委員会

鉄滓 天神前迫跡 3号竪穴住居址 覆土 破片 報告のみ 長澤保崇他2009『天神前迫跡(No.204)発掘調査報告沓ー第15地点ー』株

鉄滓 天神前迫跡 4号竪穴住居址 覆土 破片 報告のみ 式会社斉藤建設

239 鉄滓 天神前辿跡 不明迎構 覆土 破片 5.6 5.0 2.10 
長福保崇他2009『天神前迫跡(No.204)発掘調査報告害ー第15地点ー』株
式会社斉藤建設

240 鉄滓 天神前追跡 S!01 援土 完形 3.7 2.5 2 60 26.6 10世紀前半

241 鉄滓 天神前迫跡 S!02 裂土 完形 6.5 5.5 3.0 64 3 
9世紀後半～
10世紀前半 吉岡秀範2012『天神前迫跡第16地点』日本窯業史研究報告第78冊（株）

鉄滓 天神前追跡 裂土 完形 2.7 2.0 1.9 599.0 
9世紀後半～ 日本窯業史研究所

242 SJ07 
l0世紀前半

243 鉄滓 天神前迫跡 SK58 裂土 完形 9.3 7.0 3.9 196.7 
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No. 器種名 遺跡名 出士遺構 出土位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構の時期 備考 文献名
岳在 ....や 厚み ...--191 

244 鉄滓 天神前迫跡 SD04 援土 完形 7.8 6.8 2.5 164.4 
9世紀後半～
10世紀前半 吉岡秀範2012『天神前遺跡第16地点』H本窯業史研究報告第78冊（株）

245 鉄滓 天神前遺跡 SDIO 裂土 完形 6.7 5.2 4.5 162.7 10世紀 日本窯業史研究所

246 鉄滓 天神前追跡 SEOl 投土 完形 6.3 6,2 2.8 141.3 10~11世紀

247 鉄滓 向原迎跡 39号竪穴住居址 裂土 (10 0) 7.0 3.5 265.0 

248 鉄滓 向原遺跡 39号竪穴住居址 裂土 4.5 2.8 81.0 9世紀後半～10 中田英他1982『向原迎跡』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告1神

249 鉄滓 向原迫跡 39号竪穴住居址 裂土 2.8 75.0 世紀頃 奈川県教育委員会

鉄滓 向原追跡 39号竪穴住居址 46984.0 

250 鉄滓
真田・北金目

2区SI24 床面 4.0 5.1 1.7 35.5 9世紀後半
川端清倫他1999『平塚市真田・北金 目迫跡群発掘調査報告帯』1平塚市

迎跡群 真田・北金目迫跡調査会住宅・都市整備公団

251 鉄滓
真田・北金目

4区S0030 殺士 6.4 7.7 30 121.5 8世紀中～後半
迫跡群 川端清倫他2001『平塚市真田・北金目追跡群発掘調査報告密』2 平塚市

鉄滓
真田・北金目

追構外 (7.3) (6.3) (4.0) 
真田・北金目迫跡調査会都市基盤整備公団

252 
迫跡群

256 6 

真田・北金目 P2 
9世紀中莱～後 住居内P2、

若林勝司他2008『平塚市真田・北金目遺跡群発掘調査報告苔』6 平塚市
鉄滓

迫跡群
29B区S1057 1714.2 菓以前の奈良・SK2あわせ

真田・北金目迫跡調査会独立行政法人都市再生機楕SK2 
平安時代 て69点

253 鉄滓
真田・北金目

12G区迫構外 7.7 56 4.6 須恵器付着
若林勝司他2010『平塚市真田・北金目迫跡群発掘調査報告書』7平塚市

辿跡群 真田・北金目迎跡調査会独立行政法人都市再生機栴

540点その
他鍛造剥

鉄滓
真田・北金目

48区S!010 1366.3 
9世紀後半～ 片 19.8g、

迫跡群 10世紀前菓 粒状宰 若林勝司他2011『平塚市真田・北金目迫跡群発掘調査報告害』8 平塚市
24 3g、その 真田・北金目遺跡調査会独立行政法人都市再生機構
他鉄片17.4g

254 鉄滓
真田・北金目

48区P073 裂土 4.1 3.2 1.8 
9世紀後半～ S1010に隣接

迫跡群 10世紀前葉 同時期と判断

255 鉄滓 山王久保追跡 迫構外 9.0 8.3 3.3 283.0 
菅沼圭介他1998「山王久保迫跡第8地点」『山王久保迫跡他』平塚市埋蔵
文化財シリーズ31平塚市教育委員会

256 鉄滓 No.86根岸B迫跡 迫構外 I -21 90 6.8 43 310.0 

257 鉄滓 No.86根岸B逍跡 迫構外 E-20 7.4 7.1 3.4 165.0 

258 鉄滓 No.86根岸B追跡 迫構外 C-19 7.7 6.4 2.1 130.0 碗型鉄滓 後藤喜八郎］999『平塚市No.86根岸B追跡発掘調査報告害』平塚市No.86

259 鉄滓 No.86根岸B追跡 迫構外 C-10 8.0 4.5 2.5 60.0 根岸B迫跡発掘調査団

260 鉄滓 No.86根岸B追跡 迫構外 D-17 5.3 8.7 2.9 170.0 碗型鉄滓

261 鉄滓 No.86根岸B迫跡 辿構外 J-20 4.9 6.8 2.2 75.0 

262 銅滓 東中原E迫跡 SIOI 床下 3.6 2.6 2.1 46.2 9世紀後半～10

銅滓 東中原E迫跡 床下 3.0 1.2 49.0 世紀第3四半期
菅沼圭介他2000「東中原E迪跡第2地点」『梶谷原A迫跡他』平塚市埋蔵

263 S!01 4.6 文化財シリーズ34平塚市教育委員会

264 鉄滓 東中原E迫跡 S!05 授土 3.1 4.1 1.7 19.0 9世紀中業

菩
浙
＝＝
洞
-n
岱
ー
｝
が
叶
{
t
s
粟

(
3
 



【鉄塊】

平塚市

ー66ー

No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置
法量(cm)

遺構の時期 文献名
長さ 幅 厚み 重量(g)

265 素材鉄塊 向原遺跡 39号竪穴住居址 援土 5.0 3.8 2.5 74.5 

266 素材鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 覆土 3.2 2.5 1.9 28 7 

267 素材鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 覆土 4.1 2.3 1.8 37.4 

268 鉄塊 向原辿跡 39号竪穴住居址 確認面 4.2 2.1 1.6 35.1 

269 鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 覆土 40 2.5 1.2 21.2 

270 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 裂土 1.5 0.8 1.1 3 7 

271 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 援土 1.6 1.7 1.2 4.9 

272 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 覆上 1.6 1.1 0.8 3.5 

273 鉄塊 向原辿跡 39号竪穴住居址 殺土 2.5 2.3 1.4 13.6 

274 鉄塊 向原辿跡 39号竪穴住居址 覆土 3.6 1.6 1.4 17.4 

275 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 覆土 2 5 I 5 0.5 3.1 

276 鉄塊 向原遣跡 39号竪穴住居址 桜土 3.4 3.0 1.0 12 

277 鉄塊 向原遺跡 39号竪穴住居址 覆土 1.1 0.6 0.2 0.6 

278 鉄塊 向原遺跡 39号竪穴住居址 覆土 2.5 1.2 0.5 2.7 

279 鉄塊 向原迎跡 39号竪穴住居址 覆土 I 8 1.5 0.8 9.3 9世紀後半～10世紀頃
中田英他1982『向原遺跡』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告1神
奈川県教育委員会

280 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 裂土 2.5 1.1 0.9 6.4 

281 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 覆土 1.6 1.0 0.9 1.3 

282 鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 裂土 3.0 1.5 I 0 17.3 

283 鉄塊 向原遺跡 39号竪穴住居址 覆土 2.2 1.6 0.7 9.5 

284 鉄塊 向原辿跡 39号竪穴住居址 殺土 1.9 1.5 1.2 9.3 

285 鉄塊 向原辿跡 39号竪穴住居址 投土 26 20 1.7 17.7 

286 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 覆土 2.0 1.2 1.5 9.1 

287 鉄塊 向原遺跡 39号竪穴住居址 覆土 1 2 0.9 0.7 2.3 

288 鉄塊 向原遺跡 39号竪穴住居址 覆土 3.4 1.5 1.0 11.3 

289 鉄塊 向原遺跡 39号竪穴住居址 覆土 2.3 2.1 0.7 78 

290 鉄塊 向原辿跡 39号竪穴住居址 覆土 2.4 I.I 0.5 5.5 

291 鉄塊 向原辿跡 39号竪穴住居址 援土 1.8 1.2 0.9 6.3 

292 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 覆土 2.0 1.5 1.0 5.4 

293 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 援土下陪 3.5 2.5 1.0 14.4 
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置
法量(cm)

遺構の時期 文献名
長さ 幅 厚み 重量(g)

294 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 毅土下図 1 9 1 2 0.6 46 

295 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 Pl6上而 2 5 1 2 0.5 5 7 

296 鉄塊 向原遺跡 39号竪穴住居址 Pl5内 3.5 1.8 0.6 11.4 

297 鉄塊 向原迎跡 39号竪穴住居址 覆土下層 3.5 2.1 1.3 22 3 

298 鉄塊 向原遺跡 39号竪穴住居址 Pl5内 1.8 1.8 0.9 3.5 

299 鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 1炉内 2.6 1.3 1.0 6.6 

300 鉄塊 向原逍跡 39号竪穴住居址 援土 4.5 1.8 0.8 13.3 

301 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 殺土 2.0 1.4 0.5 5.8 

302 鉄塊 向原逍跡 39号竪穴住居址 Pl9内 2.2 1.5 0.8 4.3 

303 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 南東床面 2.1 1.7 1.1 7.9 
9世紀後半～10世紀頃

中田英他1982『向原迫跡』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告1神

304 鉄塊 向原辿跡 39号竪穴住居址 P20内 2.1 1.7 1 0 ， 奈川県教育委員会

305 鉄塊 向原追跡 39号竪穴住居址 毅土 1.5 1.0 0.5 1.1 

306 鉄塊 向原辿跡 39号竪穴住居址 税土 1.3 1.3 0.7 1.2 

307 鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 援士 2 5 1 2 0.7 5.4 

308 鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 Pl6上面 1.5 1 2 0.8 3 

309 鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 PJ7内 2.1 1.9 0.7 9.9 

310 鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 援土 2.2 1.4 1.0 7.6 

311 鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 毅士 39 l 9 1.5 7.3 

312 鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 毅土 3.0 1.7 1.3 7.3 

313 鉄塊 向原迫跡 39号竪穴住居址 確認面 3.5 2.8 1.10 

314 鉄塊 天神前迫跡 S107 投土 4.9 2.8 0.80 
上原正人1992「天神前追跡ー第6地点」『天神前・桜畑迫跡他』平塚市埋
蔵文化財シリーズ21 平塚市教育委員会

素鉄 天神前迫跡 SXOl 6.3 2.8 0 24 
小島弘義他1988「天神前迫跡」『平塚市埋蔵文化財緊急調査報告苦1昭
和61年度発掘調査の報告』平塚市教育委員会

素鉄 四之宮高林寺辿跡 SK02 4.1 2.6 0 44 
小島弘義1988 「四之宮高林寺辿跡第7地区」『諏訪前B • 高林寺』平塚市
埋蔵文化財シリーズ 6 平塚市教育委員会

《武蔵国》

［井鳴／取瓶】

横浜市
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法量(cm)

遺構時期 備考 文献名
口径 器高 厚み

床面上の
底部糸切りの須恵器(G5窯

柑塙
作業用小 10世紀

式）
坂本彰他1997『西ノ谷迫跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告

315 西ノ谷迫跡 R竪穴・鍛冶炉 2/3 9.6 3.2 塊状の鉄・銅滓が付舒→一
穴P3・4正 後半

部ガラス化
23横浜市教育委員会・財団法人横浜市ふるさと歴史財団

位で出土



No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法量(cm)

遺構時期 備考 文献名
ロ径 器高 厚み

底厚 10世紀
土製品手づくね内而火ぶ

316 柑塙 西ノ谷遺跡 R竪穴・鍛冶炉 1/3 (12.0) 
2. 5 後半

くれガラス化。塊状の鉄滓と

小塊状の銅滓が確認付着

手づくね内面2/3～外面

西ノ谷迫跡 R竪穴・鍛冶炉 完形 80 4.2 1.5 
JO世紀 1/2にかけて鉄滓がかかって

317 琳塙
後半 いる→溶けた鉄を流し込んで
しヽた。

318 均蝸 西ノ谷辿跡 9-J地区 3.7 2.6 手づくね
坂本彰他1997『西ノ谷辿跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告

319 均塙 西ノ谷遺跡 溝M 9-［地区 1.5 0.6 糸切り底部坪を転用 23横浜市教育委員会・財団法人横浜市ふるさと歴史財団

西ノ谷迫跡 9-J地区 1.8 1.3 
台付皿の外底部を転用、内

320 柑禍 面凹部ガラス化

西ノ谷迫跡 8-1地区 1.3 
須恵器・甕、内面凹部ガフス

321 均塙か 化

西ノ谷迫跡 9-J地区 11.0 2.4 0 5 
灰釉陶器か、坪。内面ガラス

322 均禍 化している

均塙 西ノ谷追跡 9-1地区 0.7 
1内面被熟化。ガラス化してい

323 る。

ー

6
8
ー

【羽口）

横浜市

No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法量(cm)

遺構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み 孔径

324 羽口
受地だいやま J区竪穴

4.0 3.8 2.0 I 60 
迫跡 鍛冶工房址 9世紀末～

羽口
受地だいやま j区竪穴

2.8 1.8 1.8 1.50 
10世紀中業

325 
追跡 鍛冶工房址 伊藤正義他1986『奈良地区辿跡群 I No. 11地点受地だいやま追跡

326 羽口
受地だいやま D区竪穴

8.6 5.6 3.0 2.10 
11世紀初～ 下巻』奈良追跡調査団

追跡 鍛冶工房址 後半

327 羽口
受地だいやま D区竪穴

6.2 4.2 3.4 1.70 
II世紀初～

遺跡 鍛冶工房址 後半

328 羽口
受地だいやま

A区一括 8.0 7.4 2.4 2.40 
遺跡 伊藤正義他1986『奈良地区迫跡群 I No. 11地点受地だいやま辿跡

329 羽口
受地だいやま

D区一括 6.4 6.0 3.6 1.80 
下巻』奈良迫跡調査団

追跡

330 羽口 上郷深田辿跡
1号炉北側柱孔状

(13.2) (6.4) 6.8 2.80 
ピット 平子順ー1988『横浜市栄区上郷町上郷深田辿跡発掘調査概報』横浜市

331 羽口 上郷深田追跡
上段

(12.8) (6.4) 68 2.80 
埋蔵文化財調査委員会

Aトレンチ上方

332 羽口 上郷深田逍跡 士抗群4 (7.6) (6.0) 6.0 2.40 
平子順一1988『横浜市栄区上郷町上郷深田遺跡発掘調査概報』横浜市
埋蔵文化財調査委員会

333 羽口 西ノ谷迫跡 R竪穴 3.8 5.8 2.3 坂本彰他1997『西ノ谷迫跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告

334 羽口 西ノ谷迫跡 R竪穴 8.5 5.1 3.0 23横浜市教育委員会・財団法人横浜市ふるさと歴史財団
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No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み 孔径

335 羽口 西ノ谷迎跡 10-J味 K) 6.3 7.5 4.2 被熱

336 羽口 西ノ谷迫跡 採集 7.9 7.2 2.3 被熱

337 羽口 西ノ谷迫跡 10-J（黒） 7.5 56 28 被熱
坂本彰他1997『西ノ谷迫跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告
23横浜市教育委員会・財団法人横浜市ふるさと歴史財団

338 羽口 西ノ谷迎跡 JO-I（溝N) 3.0 径7.5

339 羽口 西ノ谷迫跡 10-］（黒） 4.8 6.7 2.3 

川崎市

No. 器種名 遺跡名 出土遺構 出土位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み 孔径

340 羽口 大ヶ谷戸迫跡 2号竪穴住居址
床面より浮

1.80 
呉地英夫他1986『川崎市大ヶ谷戸迫跡発掘調査報告苔』大ヶ谷戸遺跡

いた状態 発掘調査団玉川文化財研究所

【鉄滓・銅滓】

横浜市

ー69ー

No. 器種名 遺跡名 出士遺構 出土位置 遺存状況
法 量(cm)

遺構時期 備考 文献名
長径 短径 厚み 重量

鉄滓
受地だいやま J区
遺跡 竪穴鍛冶工房址

870.0 15点
9世紀末～

鉄滓
受地だいやま J区 10世紀中莱

迫跡 テラス状迫構
116.0 13点

鉄滓
受地だいやま D区鍛冶関連 多孔質の小 伊藤正義他1986『奈良地区追跡群 I No 11地点 受地だいやま遺跡

遺跡 第1号土抗 粒2~3点 下巻』奈良迫跡調査団

鉄滓
受地だいやま D区鍛冶関連 II世紀初～ 多孔質の小

迫跡 第2号士抗 後半 粒2~3点

鉄滓
受地だいやま D区鍛冶関連
迫跡 第3号士抗

1100.0 

鉄滓 上郷深田迫跡
写真のみ数 平子順ー1988『横浜市栄区上郷町 上郷深田追跡発掘調査概報』横浜市
点掲載 埋蔵文化財調査委員会

341 鉄滓 西ノ谷迫跡 9-K 10.0 11.8 4 5 554 0 
椀ではなく 坂本彰他1997『西ノ谷迫跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告
皿か 23横浜市教育委員会・財団法人横浜市ふるさと歴史財団

鉄滓 熊ヶ谷迎跡 第II号住居址
覆土上層

9世紀後半 15点
矢野文明他 ］986「熊ヶ谷迫跡」『奈良地区迫跡群発掘調査報告 m』奈

～下居 良迫跡調査団地蔵堂迪跡・熊ヶ谷迫跡調査班

鉄滓 笠問中央公園迫跡 1号鍛冶迎構 8世紀代
本文記載
のみ

鉄滓 笠問中央公園追跡 17号住居址
7世紀末～8世 本文記載
紀初頭 のみ

鉄滓 笠間中央公園迎跡 26号住居址
7世紀末～8世 本文記載 鹿島保宏他2003『笠間中央公園追跡発掘調査報告』横浜市緑政局・財団

紀初頭 のみ 法人横浜市ふるさと歴史財団

鉄滓 笠間中央公園迫跡 39号竪穴住居址 古墳時代後期
本文記載

のみ

鉄滓 笠問中央公園迫朗 43号住居址 平安時代
本文記載
のみ

342 鉄滓 北川表の上追跡 56号住 援土中 3.8 2.4 1.8 9世紀第4四半
期～10世紀第1

坂上克弘他2009『北川表の上辿跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財

343 鉄滓 北川表の上追跡 56号住 殺土中 4.5 5.0 2.8 四半期
調査報告42財団法人横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財センター
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No. I器種名 遺跡名 出土位置 I遺存状況
1 長径 重量

文献名

二： I]［；：：：二：
川崎市

出土遺構

56号住

56号住

覆土中

援土中

5.4 

6.4 

遺構時期

9世紀第4四半
期～10世紀第1
四半期

坂上克弘他2009『北川表の上迫跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財
調査報告42財団法人横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財センター

Na. 器種名 遺跡名 出土遺構 出士位置 遺存状況
法 (cm) 

遺構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み 重量

346 鉄滓
上麻生日光台

S110 6.8 4.2 2.05 70.6 8世紀末 宮重俊一他2007『上麻生日光台迫跡』（株）日本窯業史研究所
迫跡

347 鉄滓
上麻生日光台

S806 
掘り方7内

5. 4 5.0 1.75 60.7 9世紀後半
迫跡 埋積土中

上麻生日光台
宮頂俊一他2007『上麻生日光台遺跡』（株）日本窯業史研究所

348 鉄滓
迫跡

SFOl 5.85 3.0 1.6 27.l 11世紀前半

鉄滓
上麻生日光台

H2号住居 9世紀中頃
写真のみ 中山豊他2007『上麻生日光第追跡第m地区発掘調査報告苔』玉川文

辿跡 掲載 化財研究所

77点出土。
呉地英夫他1986『川崎市大ヶ谷戸迫跡発掘調森報告古』大ヶ谷戸迫跡

鉄滓 大ヶ谷戸辿跡 2号竪穴住居 1480.0 2~10cm程
の不整形

発掘調究団玉川文化財研究所

【鋳型】

横浜市

ー701

ふ 種別 遺跡名 出土遺構
規模

遺構時期 備考 文献名
長さ 幅 厚み

349 鱈 上郷深田遺跡 3号炉 7.3 6.3 20 9世紀前半代

350 鋳型 上郷深田追跡 3号炉 4 8 4.7 1.8 9世紀前半代 獣脚鋳型を含む凹みをもつも

351 鋳型 上郷深田辿跡 1号竪穴 4.8 3.3 20 9世紀前半代 の

352 鋳型 上郷深田辿跡 2号竪穴 6.6 4.5 1.8 9世紀前半代
平子順ー］988『横浜市栄区上郷町上郷深田迫跡発掘調査概報』横浜市
埋蔵文化財調査委員会

353 鋳型 上郷深田追跡 2号竪穴 17.3 7.5 I.I 9世紀前半代
偏平なもの縁のたちあがの

354 鋳型 上郷深田追跡 3号炉 6.5 5.5 1.3 9世紀前半代 部分が剥落したような痕跡あ

355 鋳型 上郷深田追跡 2号竪穴 8.5 6.8 I.I 9世紀前半代
り

浙
畑

・
柏
冷
乖
方
圭
溌

7
口

y
H
ナヽ
f
!
ト

【炉壁】

横浜市

No. 種別 遺跡名 出土遺構
規模

遺構時期 備考
長さ 幅 厚み 重量

文献名

356 炉壁 西ノ谷追跡 10-J区(PIO)

中央発泡状、内部ガラス化、
坂本彰他1997『西ノ谷遺跡』港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調査報告

9.0 15.3 62 281.6 袈状に垂下土壁部は小石・
スサ含む内壁径30cm前後 23横浜市教育委員会・財団法人横浜市ふるさと歴史財団

炉壁
受地だいやま

D区鍛冶工房址 II世紀初～後半 13点
伊藤正義他1986『奈良地区追跡群 I No. II地点受地だいやま迫跡

追跡 下巻』奈良迫跡調査団



神奈川の中世城館 (5)

中世研究プロジェクトチーム

はじめに

これまで「神奈川の中世城館」 (1)と題し、基礎データの集成(2)を行い、前回は堀に関する先行研究を概観

した。今回はこれまでの集成をもとに考察を行うことを目的とする。最も多く集成できたデータである「上

幅」は、後世の削平などの影響を強く受けている場合が多い。そこで、比較的影響が少なく、中世の状況を

伺うこ とができると推測される「断面形態」、 「傾斜角度」、「堀底形態と付属施設」についてまとめることに

し、「規模」については適宜触れるようにする。そして、最後に中世前期と後期に分けて各考察を横断的に眺

めることで、まとめとしたい。

発掘調査は様々な制約を伴うため、堀という大きな遺構はその一部しか検出されず、十分なデータを得ら

れないことも多い。また、発見時のデータであるため、後世の削平や改変を受けた最後の状態であることが

多く、単純比較はできないことも多い。検討対象となる遺跡もある程度広範に調査が行われ、成果が蓄積し

ているものに限られるため、県内全体の傾向として述べることが難しい状況にある。しかし、先行研究で概

観したとおり、発掘調査成果をもとにした横断的な考察は少ないといえ、今回の試みは今後の研究に寄与す

ることができると考えられる。上記の問題点に注意しながら考察を進める ことにしたい。 （松葉）

1. 断面形態

堀の断面形に関しては、これまで「（2)」で小田原城について、「（ 3)」でその他の城館の例について、

発掘調査により検出された堀について集成を行い、表に示した。

この集成において、堀の形態として使用した「薬研」「箱薬研」「箱」の語については、原則として報告書

中に用いられている表記にしたがった。 しかし、断面の形状の表現には各の報告書によって揺れがあること

がわかった。同様の形状を示していても、違う語が用いられているケースは非常に多い。また「U字形」「皿

形」「浅鉢形」といった表現を用いている場合もある。

当集成では、断面の形態は原則として報告書の表記にしたがったが、報告書で形態 ・形状が言葉で表現さ

れていないものに関しては、当プロジェク トで判断し、おおむね断面形がV字を呈するものを「薬研」、逆台

形を呈するものを「箱」、溝（堀）上部がV字状、下部が逆台形を呈するものを「箱薬研」と して記載した。し

かし、集成を試みる過程で、細部について統一的な定義を設けることはできなかった。したがって、たとえ

ば薬研の形状を呈していても底部に若千の平場部分をもつものや、溝の上部が後世の削平を受けて遺存しな

いものは「箱」と記載した場合もある。また、中間的な断面形状を呈する遺構も多く見られる。このように

溝の断面形を統一的な条件を設けて 3形態に分類することは、かなり難しいことがわかった。

今回は、発掘調査の成果によって堀に囲まれる範囲が明らかになった城館を取り上げ、堀の断面形態を再

点検してみる。

-71-



中世研究プロジェクトチーム

宮久保遺跡

綾瀬市所在。渋谷氏に関わる 12~14世紀にかけての武士階層の居館とされる。中世の遺構は 12世紀後半

から 13世紀中頃までと、 13世紀後半からの 2時期を確認している。複数確認された掘立柱建物の周囲を屏

や柵で方形に区画する。また、溝状遺構も検出されているが、いずれも排水を目的としたものとの見解が示

されている。このうちほぼ南北 75mにわたって検出されたSDO2は、「上面幅2~2.4m、底面幅 0.5~0. 6 

m、深さ約 lmの箱薬研状」。東に流れる目久尻川にほぼ並行するかたちで設けられ、水路としても用いられ

たと考えられる。

この遺跡を「このタイプの屋敷は防禦系諸施設のあり方にみる限り開放性の高い空間を形成して」いると

論じる研究もある（橋口 2004)。そして、「中世前期の屋敷地を囲続する「堀」をはじめとする施設は、“防禦

機能”をもっとはいい難いものであった。」とする。

堀が防御の目的で構築される前段階の例として、まず捉えておきたい。

大会原遺跡・六ノ域遺跡

平塚市所在。調査区南東に隣接した一帯は「杉浦屋敷跡」の名称をもつ遺跡で、後北条氏の家臣杉浦藤佐

衛門の屋敷跡と伝えられるが、これは明治期に生まれた伝承である可能性が高い。ほかに中世にさかのぼる

伝承はないが、 1• 2区では、溝状遺構で囲続される東西およそ 60mの空間が検出されている。周辺の調査

事例から、さらに広範囲を幾条もの溝が囲むことが明らかとなっている。覆土から出土した遺物は同安窯系

の青磁、渥美 ・常滑の甕、古瀬戸製品など。かわらけは 15世紀の特徴を備えるものが中心となるが、中世前

期から土地利用され、「溝で囲続された中に、中世後期の生活空間が依存していた」とみられる。溝状遺構は

「発見された溝状遺構は、その走行位置から（中略）北西範囲を幾重にも囲続し、あたかも防御的な性格を思

わせる」、「覆土や溝底の観察からは流水や堪水の痕跡はなく、 C12 a • b号溝状遺構等は重畳する位置に幾

度も掘り返しを行った形跡が認められた。」と報告される。また、区画の役割ももつが、溝の掘り返しは、壁

が崩れやすく作り替えを余儀なくされた地質的な要因が考えられることも指摘されている。溝（堀）の規模や

形態を考える場合、構築する技術や目的（防御・区画など）と同時に、地質的な要因が影響していることも考

慮すべきであろう。

「（3)」の表中ではC9号溝状遺構のような底部に平坦面をもつ形状を「箱」としたが、断面形はV字形

にちかく「薬研形」ともいえそうである。C9号溝状遺構からは 14世紀後半～15世紀前半 ・16世紀後葉の

遺物が出土している。

また、これらを検出した調査区の東に隣接する 8・ 33区でも、南北に走行する中世前期の溝3条(C1 ~ 

3号溝状遺構）を検出している（依田ほか 2009）。このうちC2号溝状遺構は越州窯系の青磁碗をはじめとし

て、渥美の甕、常滑の片口鉢 I類など、古代末～中世の遺物が出土していることから、 13世紀に埋没したと

も考えられる。このC2号溝状遺構は、溝底幅のやや広い溝を埋めて、 V字にちかい断面形を呈する溝が掘

り直されているという時期差が認められる。切り合い関係から見て、 C3号溝はこれよりも古い。

丸山城

伊勢原市所在。鎌倉時代初期の御家人糟屋有季の居城とされ、その後、関東管領扇谷上杉氏の居城となっ

たという伝承がある。現在では、鎌倉時代から扇谷上杉氏による支配の時期を経て、後北条期に至る可能性
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のある城郭と認識されている。ただし「丸山城」の名称の初見は近代になってからである。

成瀬第二地区遺跡群下糟屋D地区では形状の違う 2条の堀を確認している。 1号堀は「箱薬研」。2~4

号堀は東西に走行する一連の堀であるが、場所によって規模 ・構造に差違があるため、便宜上分割して報告

されている。この堀には底部に堀障子様の仕切をもつ部分がある。堀障子（障子堀）は後北条氏の城郭を特徴

づけるとされているが、ここでの例は、覆土の火山灰から見て 15世紀後半との見解もある（安藤 2006)。3

号堀は堀障子をもたない部分で、「薬研状」と報告される。

下糟屋・丸山遺跡第6地点A地区で検出されたCl号堀は内外に犬走りをもち、内部に土橋状の掘り残し

がある。「（3)」ではその形態を「箱」とした。またB地区で検出された堀は「箱薬研形」と報告される。こ

の堀の上層 ・中層からは多量の瓦片が出土しているが、渥美産と思われる甕片、見込みに渦巻き状の明瞭な

ョコナデ痕を残すかわらけなども混入している。この特徴を持つかわらけは扇谷上杉氏に関わる城館で出土

する傾向が指摘されており、中世初期から 15世紀の土地利用のなかでこの溝が構築されたと推測される。

玉縄城

鎌倉市所在。伊勢宗瑞（北条早雲）によって永正 9年(1512)に築城され、天正 18年(1590)北条氏勝が豊臣

氏に開城、元和 5年(1619)廃城。築城以前の土地利用をうかがわせる遺物が縄文土器片のみであり、 16世紀

初頭から 17世紀初頭に営まれた可能性がかなり明確な遺跡といえる。

曲輪1• 2を分断する堀切 1は幅 10.3m~l4m、最深部で深さ 4m。3時期が認められるとされ、初期が

「浅い薬研形」、二期目 ・三期目が「皿形」と報告されている。諏訪壇と呼ばれる平場より北東に延びる尾根

を分断する堀切 2では 6時期の掘り直し、「前半三期が薬研形であるのに対し、後半は箱形」と表現される。

遺物は縄文時代のもので玉縄城存続期間のものは一点も無いと報告されている。したがって、これらの堀が

築かれた年代および埋没した年代は、調査成果からは不明である。しかし、推定される玉縄城本丸の東に位

置し、中世前期の土地利用の痕跡が認められないことから、玉縄城が営まれた時代のものであることはほぼ

確実であろう。可能性として 16世紀前半から 17世紀初頭の間に堀が設けられ改変したということになる。

この調査区の東側斜面で検出した 9条の縦堀については、その断面形は「V字形」「皿形」と報告されている。

小括

従来、時代的に薬研形の溝が箱薬研形 ・箱形へと変化する理解とされてきた傾向があるが、見てきたよう

に、個々の遺跡のなかでは箱形が薬研形に改変される例も認められる。また薬研形が中世後期には残らない

とは言いきれない。しかし念頭においておきたいのは、はじめに述べたとおり、溝の形態を表す語彙に揺れ

があることである。断面の形状がどのように表現されるかは報告者の判断に依るところが大きい。そして、

遺構の遺存状態にも大きく影響されていると思われる。

居館の区画 ・排水を目的と主としたものから、防御を目的としたものに変容していくなかで、堀は当然大

規模化する必要を生じる。年代的な隔たりもあり、立地条件や構築された目的も違うものを単純な比較で論

じてはならないが、今回例に挙げた遺構の断面図を、試みに縮尺を 1/100• 1/200に統一して示してみた（第

1図）。遺跡の伝承も参考に「古いものから新しいものへ」という一応の流れを踏まえ、溝の形態が比較的明

瞭に観察できるものを選んだが、これを溝 ・堀の規模や形態の変遷ととらえてはならないと考える。

（菊）II) 
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2.傾斜角度

県内の各城館

横浜市茅ヶ崎城では、これまでに 17ヶ所で堀が確認されており、 15ヶ所で傾斜角度が判明している。西

郭の南堀が内側 55゚ ・外側 60゚、 北堀が内側 50゚ ・外側 65°、6T内の東側が 60° .西側が 65゚ 、北郭

外周部の西堀と北堀が内側 70゚ ・外側 60~70゚ を測るが、それ以外は 70~83゚ の傾斜を持ち、全体的に急

角度に掘られている。堀の深さは 22T• 24T • 25T内、中郭中堀、平成 17年度調査区B・C区が 3m以上、

それ以外は 1.0~2. 5mを測る。堀の形態は、明らかとなっているものはいずれも箱堀である。

横須賀市奴田城では、 SDOlが55°、SD02が45゚ を測る。堀の形態は箱堀で、深さは 1.6~1.7mであ

る。

平塚市岡崎城関連では、御所ヶ谷遺跡で発見された 7号溝の西側が 45゚ ・東側が 60°、10号溝が 50゚ を

測る。堀の形態は箱堀で、深さは 0.7~1. 4mを測る。

同市片岡砦（城）は、 lTが80°、2Tが60°、SDOlが55゚ で、 lTの堀のみ急斜面となっている。 堀

の形態はいずれも箱堀で、深さは 1T・2Tが1.2m・ l. lm、SDOlが0.9~2. 2mを測る。

同市真田城では、 真田・北金目遺跡群の 10区で6条、 19区で2条の堀が調査されている。傾斜角度は 10

区のSD003が 40° 、SD004の南側が 40° .北側が 52゚ を測るが、それ以外の箇所は 60~75゚ とやや急

な角度となっている。堀の形態は箱掘で、深さは 1.3~2. 3mである。

同市豊田館（豊田堀の内）は、 SD46の東側が 50° .西側が 60゚ を測る。堀の形態は箱堀で、深さは 1.0

~l.4mである。

同市堀ノ内館（藤問豊後守屋敷）は、 SDOlが 50゚ 、堀状遺構が 80゚ で、堀状遺構が急角度に掘られてい

る。堀の形態は箱堀で、深さはSDOlが1.lm、堀状遺構が1.0~2. 3mを測る。

同市吉沢館は、上吉沢市場地区遺跡群 1号堀が 65゚ 、商林寺遺跡第7・9・12地点のSDOlが40~80゚ と

S DOlは中途で角度が変わっている。堀の形態は箱堀で、深さは 1号堀が 1.5m、SDOlが1.O~l. 6mを測

る。

同市杉浦屋敷は、六ノ域遺跡において 6条の溝が検出されている。傾斜角度はC8号溝が 40°、C21号

溝の東側が 40° .西側が 35°、C9 ・ C ll • 18 ・ C 14 ・ C 17号溝は45~60゚ である。堀の形態は箱堀で、

深さはC8号 ・Cl4号 ・C21号溝が lm以下、それ以外が 1.2~1. 4mを測る。

鎌倉市杉本寺周辺遺跡群は、堀 1の東側が 40° • 西側が 45゜ を測る 。 堀の形態は薬研堀(3) で、深さは 1. 3 

mである。

同市玉縄城は、堀切4条、竪堀 9条が確認されている。堀切の傾斜角度は堀切 1• 2と西側堀切が 30~50°

であるが、東側堀切は内が 35~75゚ ・外が 50~75゚ と中途で角度が変わっている。竪堀の傾斜は 20~40度

とやや緩やかな造りである。深さは 1.5~10. Smを測るが、 8m以上がやや多く認められる。堀の形態は箱

堀と薬研堀である。

藤沢市大庭城は、西部 2ll地点遺跡のSDOlが80°、SD07の南側が 40° .北側が 65゚ を測り、 SDOl 

は垂直に近い角度で掘られている。堀の形態は箱堀で、深さは 2.3~2. 4mである。

茅ヶ崎市近藤右衛門尉経秀居館は、上ノ町遺跡で発見された 49• 80 • 87号溝の東側が 40~60° .西側が

50~60°、1• 17号溝の東側が 60° .西側が 40゚ と溝の東側と西側が違う角度で掘られている。深さは最
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大で 1.4m、堀の形態は箱堀である。

相模原市津久井城は、御屋敷、城坂曲輪群、馬込地区の 3ヶ所で堀が確認されている。傾斜角度は、御屋

敷1号堀が 75°、2号堀の北側が 75゚ ・南側が 50~80゚ 、城坂曲輪群は 1号竪堀が 39~87゚ 、馬込地区空

堀が北側 33゚ ・南側 22゚ を測る。御屋敷2号堀、城坂曲輪群 1号竪堀4は中途で角度が変わっており、馬

込地区の空堀は両者よりも緩やかな傾斜となっている。堀の形態は、城坂曲輪群 1号竪堀の一部が薬研堀状

を呈するが、箱堀が主体である。深さは御屋敷1号堀が 2.5m、2号堀が 1.3m、城坂曲輪群竪堀が 1.1~3.l

m、馬込地区空堀が最深部で 5.lmを測る。

大和市深見城は、 22ヶ所で堀が確認されている。郭Iの外堀と内堀、郭IIの外堀と内堀、郭mの外堀と内

堀、本郭の内堀、 主郭の内堀、外外郭外堀、天竺坂堀、内側堀等である。傾斜角度は、郭 I外堀が内側 85

度 ・外側 80゚ 、内堀が内側 75゚ ・外側 70゚ 、郭II外堀が 85゚ 、内堀が内側 75゚ ・外側 70゚ 、郭m外堀が

50~70゚ 、内堀が内側 45~75゚ ・外側 75゚ 、本郭内堀 85゚ 、主郭西内堀 80゚ 、主郭中央内堀の内側 75° • 

外側 70゚ 、外外郭外堀 60~85゚ 、外外郭中央外堀の内側 75゚ ・外側 70゚ 、天竺坂堀40~50゚ 、内側堀の内

側 80゚ ・外側 70゚ を測る。内側と外側の角度の違いが目立ち、天竺坂堀以外は 70゚ 以上の比較的急な角度

を有している。堀の形態は、天竺坂堀のみ薬研堀、それ以外は箱堀である。深さは 2.0~2. 6mが主体である

が、主郭の内堀が 5.5m、天竺坂堀が 8.3m、内側堀が 7.2mを測る。

伊勢原市丸山城関連の堀または溝は、 8遺跡で検出されている。傾斜角度は、上粕屋・小山遺跡の溝(3

条）が 40~70゚ 、成瀬第二地区遺跡群の堀(3条）が 30~60゚ 、成瀬第二地区遺跡群下糟屋C地区第一地点の

堀(1条）が 40~60゚ 、成瀬第二地区遺跡群下糟屋D地区の堀(4条）が 34~75゚ 、丸山遺跡第W地点の堀(1

条）が 65゚ 、丸山遺跡第5地点の堀(1条）が 40~45゚ 、上粕屋・グ引北遺跡の堀(1条）が 44~49゚ 、下糟屋 ・

丸山遺跡（第6地点）の堀(2条）が 15~65゚ を測る。角度は 40~60゚ で、内側と外側または北側と南側の角

度が違っている例がやや多く認められる。堀の形態は、成瀬第二地区遺跡群の堀が薬研堀、その他は箱堀が

主体である。深さは 1.1~9.Smと様々である。

同市岡崎城は、御殿の堀とニノ郭の堀が確認されている。傾斜角度は御殿の堀が 50~75゚ 、ニノ郭の堀が

50~90゚ を測る。御殿の空堀と第 1グリッドの堀は中途で角度が変わっている。90゚ を測るのはSD-4の

外側で、内側とは 30゚ の差がある。肩または片側法面のみを検出した例が多く、堀の形態は不明である。深

さは御殿の堀が 3.5m、ニノ郭の堀が 1.9mを測る。

南足柄市浜居場城は、トレンチ8箇所で空堀が確認されている。4号トレンチでは主郭と西櫓台の間の堀、

8号トレンチでは主郭と北櫓台の間の堀、 3号 トレンチでは西櫓台と西側平場の間の堀である。傾斜角度は、

主郭と西櫓台の間の堀が東側 45° .西側 10゚ 、主郭と北櫓台の間の堀が北側 10゚ ・南側 27゚ 、西櫓台と西

側平場の間の堀が東側 37° .西側 15゚ を測る。いずれも東側と西側または北側と南側の角度が違っており、

最大で 30゚ の差があるが、比較的緩やかな角度で掘られている。堀の形態は薬研堀で、深さは 1.0~3. 95m 

を測る。同市沼田城は、 4箇所で北大空堀と空堀(A・B)が確認されている。傾斜角度は、北大空堀の 1号

トレンチが 10~40°、2号トレンチが 40~60゚ 、空堀Aが40~55゚ 、空堀Bが20~80゚ を測る。北大空堀

の1号トレンチは比較的緩やかな傾斜、空堀Bは急な傾斜となっているが、いずれも中途で角度が変わって

いる。堀の形態は箱堀で、深さは 1.Om前後を測る。

綾瀬市早川城は、 17ヶ所で堀切が確認されている。いずれも内側と外側の角度が違っており、中途で角度

が変わっている箇所もやや多く認められる。傾斜角度は 40~60°が主体で、内外の角度差はそれほど大きく
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ないが、 II-5 Tの内側 70゚ ・外側 25°、V-9Tの内側 25゚ ・外側 40~70゚ のように差が大きい箇所も

ある。堀の形態は、 IB-1T・3T、N-6Tが箱薬研、それ以外は箱堀である。深さは 0.3~6. 7mと一

定していない。

松田町松田城は、空堀、堀切、竪堀が確認されている。傾斜角度は空堀が北側 55゚ ・南側 60゚ 、堀切が

北側 45゚ ・南側 50゚ 、竪堀が 60゚ を測り、北側と南側に若干の角度差が認められる。堀の形態は、いずれ

も箱堀で、深さは空堀が 1.6~2. 6m、堀切が 6~8m、竪堀が 0.l~l. 5mを測る。

山北町河村城は、空堀 7条、堀切 2条、竪堀 1条が確認されている。空堀は 20~70゚ 、堀切は 40~70°、

竪堀は 20~50゚ を測り、それぞれ東側と西側または北側と南側で若干の角度差が認められる。また、中途で

角度が変わる例が多い。70゚ の傾斜を持つのは堀切 3の西側と空堀2の西側で、深さは8mを測る。堀の形

態は、堀切3のみ薬研堀、それ以外は箱堀である。深さは2.5~12mと幅があるが、 5~8mが主体である。

小田原市では小田原城関連の堀や溝が多地点で確認されており、 資料が蓄積されつつある。主な堀の傾斜

角度は、総構堀が 36~63゚ 、二の丸住吉堀が 60~70゚ 、鍛冶曲輪北堀が 25~70゚ 、三の丸外郭の新堀が 30

~70゚ 、三の丸北堀が 45~70゚ 、三の丸南堀が 30~55゚ 、三の丸東堀が 15~60゚ 、三の丸元蔵堀が 40~65°、

三の丸山本内蔵邸跡第XI地点箱根口跡第II地点 1~3号堀が 30~60゚ 、御長屋跡第 I~m地点 1号堀が 40

~70゚ 、本町遺跡第m地点 1号堀が 45~65゚ 、小峯御鐘ノ台大堀切東堀が 45~50゚ 、小峯御鐘ノ台大堀切

西堀が 40゚ 、八幡山堀切が 30~40゚ 、八幡山古郭南曲輪東堀が 20~68゚ 、八幡山古郭藤原平南入堀が 50~

60゚ となっている。

小括

以上のように、神奈川県内の城館の堀の傾斜角度は、構築時期や地域に関係なく 40~60゚ の範囲に収まる

例が多い。70~80゚ の急な角度を持つ堀が主体を占めている城館は茅ヶ崎城と深見城のみである。逆に 40°

以下の緩やかな傾斜を有する堀が主体を占めているのは玉縄城と浜居場城でこちらもあまり認められない。

70゚ 以上の角度を持つ堀は津久井城、丸山城、岡崎城、早川城などでも検出されているが、津久井城や丸山

城では40゚ 以下の堀も確認されている。このように同じ城館でも構築場所によって傾斜角度が大きく異なる

堀が存在する事例も認められる。傾斜角度は内側と外側で異なっている例が多いが、 5~10゚ が主体で、大

きく異なる例は少ない。中途で角度が変わる事例は、丸山城、沼田城、 川村城などで複数確認されている他、

その他の城館でも 1～数例認められる。角度差は 10~40゚ で、 20゚ 前後が多い。 （木村）

3.堀底形態及び付属施設

県内で発掘調査が実施された城館で小田原市内では小田原城関係で 97ヶ所、小田原市以外で 47遺跡 126

ヶ所の発掘調査報告書から、堀の規模と堀底形態及び付属施設などの集成を行った。

堀底形態

集成に際して堀底の形状は、 1類と 2類の大分類、さらに堀底の状況により A類～C類の小分類を行った。

区分については以下のとおりである。
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c類：障壁が堀の方向に直行し、 2列以上連続するもの。
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第 2類：竪穴（落とし穴）を有するもの

A類：平面形が円形を呈する。

B類：平面形が方形を呈する。

第2図 堀底形状分類模式固

分類の結果、発掘調査報告書より堀底の形状があきらかとなった遺跡は、以下の通りである。

小田原城関係では八幡山古郭、 二の丸住吉堀、 三の丸箱根ロ・南堀・東堀 ・新堀をはじめとする各地点、

竜洞院第 I地点、伝肇西第 I地点等の総構えの各地点など 36ヶ所で確認できた。確認された形状は、堀障子

が単独ないし 1列で連続する 1-B類が 32箇所とほとんどである。その他、 1-A類は山本内蔵邸跡第w地

点の 1ヶ所、 1-c類は二の丸住吉堀、三の丸東堀第Ill地点、三の丸元蔵堀第V・VI地点の 3ヶ所でそれぞ

れ確認されている。三の丸新堀では、上幅 8.5m、堀底幅 2.9m、深さ 5m以上、法面角度 55~70° を測る

堀が確認されており、堀底に高さ 1.12m、上端幅 1.7m、基底部の幅 2.9mの規模の障壁があり、上面には

幅 0.6m、深さ 0.3mの溝が切られている。伝肇西第 I地点では、上幅 16.5m、堀底幅 6.5m、深さ 10m、

法面角度 57~63゚ を測る堀が確認されており、堀底に高さ 1.2~1. 7m、上端幅 0.5~1. Om、基底部の幅2.4 

mの規模の障壁があり、上面には幅 0.35mの溝が切られている。堀障子の上面に掘られている溝は、片方の

堀障子でオーバーフローした水を流し、水位を一定にするためと考えられており、堀障子が水堀として機能

していたことが指摘されている。二の丸住吉堀は、堀底に 2列の堀障子が確認されているが、上層を 17世紀

以降の大久保期の薬研堀に削平され、 一部は銅門の南側の石垣の下に潜り込んでおり詳細な規模は不明であ

るが、東西方向に 3.4~4. Sm、堀底幅 2.6~3. Sm、深さ 1.O~l. 4m、法面角度 60~70°

れている。

で堀障子が確認さ

小田原市以外では横浜市の茅ヶ崎城、鎌倉市の玉縄城、大和市の深見城、伊勢原市の丸山城、山北町の河

村城、平塚市の真田城の 6城で堀底の形態が確認されている。形状は小田原城と同様に大部分が 1-B類で

あるが、真田城のみは堀底に竪穴状遺構を有する 2-A類である。茅ヶ崎城は、扇谷上杉氏の拠点と考えら

れ、 14世紀末～15世紀代に使用されたと考えられる。上幅 2.3~5. Sm、堀底幅 1.1~3. 9m、深さ 1.0~4. 5 

m、法面角度 50~80゚ の堀障子が確認されている。玉縄城は、小田原の伊勢宗瑞（北条早雲）により、相模国

に勢力を張る三浦氏の攻略のために築城された城で、上幅9.0~20. Om、堀底幅 1.3~2. Om、深さ 3.5~10. 8 

m、法面角度 34~70゚ を測る堀が確認されている。深見城は、 15世紀中頃に実在した「山田伊賀守入道経

光」の居城であることが『新編相模国風土記稿』に記されているのみで詳細は不明である。上幅4.0~7. Om、

堀底幅 1.5~2. 7m、深さ 1.3~2. 2m、法面角度 30~50°を測る堀が確認されている。丸山城は、鎌倉時代

初期の糟屋左衛門尉有季の居城とされているものである。上幅 4.1~17. Om、堀底幅0.4~10. Om、深さ 1.1 

~9.8m、法面角度 30~70゚ を測る堀が確認されている。河村城は、小田原北条氏の甲斐国武田氏に対して

の支城として存在した城で、平成元年度より詳細分布調査やトレンチ調査が実施された。調査では、堀切、
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空堀、土橋、橋脚遺構、竪穴状遺構群、地業面等の遺構が調査され、古絵因に記載のない空堀も確認されて

いる。上幅 6.0～約 25m、堀底幅 0.5~16. 6m、深さ 3.0~12. Om、法面角度 40~70゚ を測る堀が確認され

ている。

付属施設

付属施設として、土塁と土橋の存在を確認した。土塁は、小田原城関係では住吉堀、 三の丸南堀 ・東堀・

外堀、元蔵堀、八幡山古郭八幡堀枝堀、北条幻庵居館跡、小峰御鐘ノ台大堀切東堀、伝肇西第 1地点等の 15

ヶ所で確認されている。小田原以外では、茅ヶ崎城、玉縄城、大庭城、津久井城、深見城、丸山城、沼田城、

早川城の 8ヶ所で確認されている。土橋は小田原城関係では住吉堀、八幡山古郭本曲輪、小峰御鐘ノ台大堀

切東堀の 3ヶ所で確認されている。小田原以外では、茅ヶ崎城、真田城、玉縄城、深見城、丸山城、松田城、

河村城の 8ヶ所で確認されている。

土塁や土橋は、後世の削平のために土橋自体が消滅してしまったものや、調査地点が限られているために

調査で確認されないものが多数あり、本来ならばもっと多くが存在していたと考えられる。

次に、堀障子が確認された各遺跡を出土遺物から見てみたい。小田原城の各遺跡からは、 青磁・白磁 ・染

付等の中国舶載遺物、瀬戸窯 ・常滑窯等の国産陶器、かわらけ等、時期的に 15世紀後半～16世紀の遺物が

出土している。小田原以外では、茅ヶ崎城では、青磁碗などの舶載磁器、常滑甕 ・瀬戸灰釉皿 ・播鉢等の国

産陶器、見込に渦巻文を持つかわらけ等が出土している。玉縄城では、青磁・白磁 ・明染付等の舶載磁器、

瀬戸灰釉皿・播鉢等の国産陶器、かわらけ等が出土している。深見城では、青磁碗等の舶載磁器、瀬戸縁釉

皿 ・常滑窯甕等の国産陶器、瓦質火鉢、かわらけ等が出土している。丸山城では、龍泉窯及び同安窯系の青

磁碗、古瀬戸壺 ・常滑窯甕 ・片口鉢 ．渥美窯甕等の国産陶器、瓦質火鉢、かわらけ等が出土している。河村

城は戦国期の染付• 青磁 ・ 白磁等の舶載磁器、常滑窯甕・古瀬戸梅瓶などの国産陶器、かわらけ等が出土し

ている。遺物の時期としては、丸山城から 11世紀後半代と 13世紀前半代のやや古い時期の遺物が出土して

いるが、他は 14世紀後半～16世紀後半までの時期に比定される遺物がほとんどである。

小括

以上、堀底形態と付属施設の確認できたものについてみてきたが、県内で確認されている城館の堀として

報告されている数から言えば、限られた条件での調査にならざるを得ず、堀底形態がすべて明らかになって

はいない。出土遺物からみると、 14世紀後半～16世紀後半がほとんどであり、後北条氏の勢力の伸張に伴い

県内の城郭にも堀障子が浸透していったものと考えられる。その中で、三の丸新堀は、朝倉右京進の證文写（神

奈川県史資料編3 九二六八）から天正 15年(1587)6月以前には成立していることが指摘され、出土遺物のみ

ならず古文書からも存在が確認できる。また、佐々木氏は小田原城で確認されている堀障子は、 「堀の法面

にはエ具痕残るものもあり、法面は直線的に仕上げられており、コーナーなどの稜線は筋が真っ直ぐに通っ

ている。また、法面から底面への角度も鋭角で、神経質とも言える程の直線となっており、堀法面のコンタ

図を作成しても、ほほ等間隔で直線が引かれる」と述べており後北条期の堀の特長だと指摘されている（佐々

木 2010)。堀底の形態や付属施設等については、小田原城関係では資料が多く蓄積され堀の状況が解明され

つつあるが、小田原城以外では周辺の宅地化や公園化等により発掘調査自体が少なく状況の解明が少ない。

今後の調査による資料の蓄積により状況の解明が進むことに期待したい。 （宮坂）
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まとめ

中世前期

東国では、防御系囲饒施設をもつ「方形館」は基本的に中世後期になってからであり（橋口 1987など）、県

内もその大きな流れのなかで語ることができる。中世前期に帰属して明確に堀と呼べそうなものは非常に少

ない。ここでは堀や大溝と呼ばれるもの、それに類すると推測される溝を取り上げておきたい。

鎌倉では鎌倉時代初期に位置付けられる 2例を確認しておきたい。大倉幕府跡では幕府東限の施設と推測

される堀（遺構91)が検出された（熊谷 2011)。上幅約 5.lm、深さ約 2.6mを測り、底部幅 30~40CID程度と考

えられている。断面形は薬研で、傾斜角度は 40゚ である。杉本寺周辺遺跡でも同時期と推測される堀（堀 1)

が確認されている。これまでに指摘されているとおり、この時期の堀は断面形が薬研を呈していることが多

く、この2例もそれにあたる。傾斜角度は両法面とも 40゚ 程度で、これも 2例酷似しており、注目に値する。

規模に関しては幅、深さとも大きく異なるが、これが敷設された場所によるものなのか、後世の削平の影響

なのか判然としない。土塁などの付属施設は確認されていないが、大倉幕府跡の調査は狭小であるため、不

明な部分も残る。ほかより明らかに規模の大きいこれらの溝は、区画以外の機能も有していたと考えられ、

防御性も無視できないと指摘されることが多い。しかし、鎌倉時代中期以降、このような大溝は見られなく

なり、大路の側溝など形態も変化する。これには社会変化の影響との指摘もある（岡 2006)。

鎌倉以外では、宮久保遺跡で区画溝(SDO2)が発見されている。溝は箱薬研形で、溝上部の傾斜角度が 20

~30゚ 、下部が 60~70゚ となっている。法面に傾斜角度の変化が見られない場合は 40~50゚ となる。付属

施設などはみられない。この溝は堀と指摘されていないが、野生動物との攻防（中澤2006)という視点を加え

るならば、今後の評価も変わるかもしれない。大会原遺跡 ・六ノ域遺跡では区画以外に防御性も推測される

溝が発見されている。C1~3号溝状遺構の規模は最大で上幅 3.5m、深さ 1.2mである。この 3遺跡では、

規模がほかの溝より大きいということでは同じだが、それ以外に共通性はない。また、断面形態にも差異が

見られる。つまり、遺跡内で規模や形態は完結しており、地域の共通性はないように推測される。

県内ではこの時期の堀は非常に少ない。例として見てきた溝は、規模がほかの溝よりやや大きく、区画や

排水以外の機能も示唆されている。形態は様々あるが、大局的に見ると薬研形が多いようである。傾斜角度

については40~50゚ が多く 、両法面はほぼ同じ角度が多い。しかし、前述のとおり、これは中世後期以降に

も当てはまることなので、時間的な特徴とするには更なる精査が必要である。堀底形態については、障壁な

どは確認されず、中世前期にはそのようなものは基本的になかったと推測される。付属施設についてもこれ

まで確認されていないが、後世の削平の可能性も考慮しなければならない。

中世後期

中世後期になると、軍事的な緊張が多くなるなか、堀や土塁で囲続された方形居館、戦時の拠点となる城

郭が発達する。ここでは居館と城郭にわけて見てみることにする。

調査で方形居館と分かった 2遺跡を見てみたい。表の屋敷遺跡では三方を堀(K1号大溝）で、一方を開析

谷で囲まれた方形居館が発見されている（近野ほか 1997)。上面は削平が激しい部分もあり、残存のよい箇所

で上幅約 4.8m、深さ 2.4mを測る。形態は薬研形と箱形の両方が確認でき、薬研形から箱形への変遷が推測

されている。傾斜角度は薬研形で 40~50゚ 、箱形で 60゚ 前後を測る。薬研形の堀底には一段掘り込まれた
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溝を確認できる箇所もある。土橋を有し、直接は確認されていないものの、覆土の状況から内側には土塁が

構築されていたと推測されている。上ノ町遺跡では主郭と副郭を囲む大溝(K1号溝、 K17号溝）が確認され

ている。規模などは「（3)」のとおりであり、 K17号溝には柵列を伴い、防御性が指摘される（冨永 2009)。

形態は箱形が主であるが、薬研形も見られる。両遺跡に見られる堀（大溝）の特徴のうち、共通点を挙げてお

きたい。上幅が4mを越えるなどほかの溝と比べて大きいといえる。形態は薬研形と箱形の両方が確認でき、

薬研形が先行するものの、同時期の利用も考えられる。この両形態が併存することは注目に値しよ う。堀底

には、薬研形で一段掘り込まれた溝が見られるが、箱形では特に見られない。また、土塁 ・土橋 ・柵列など

施設は異なるが、堀に伴う遺構が確認されている。

前述のように後北条期の堀は、傾斜角度が急であると指摘されている（佐々木2010)。集成に当てはめると、

60~70゚ に相当すると考えられ、一部、 80゚ 近いものも見られる。まず小田原城の堀について、傾斜角度が

急で、規模や形態が明らかなものを中心に見てみたい。堀の形態については、箱堀が主体で、薬研堀が僅か

に確認できる。規模は様々だが、上幅4m以上、深さ 2m以上あるものがほとんどで、上幅 10m以上、深さ

5m以上も見られる。堀底形態が確認できるものは、障壁を有する 1-Bである。土塁や土橋などの付属施

設は確認できなかったが、中世段階では不明な部分も多い。 このような堀は小田原城の一画に集中している

というわけではなく、比較的全体的に確認できるが、今後の調査事例の増加で変わる可能性も十分ある。

後北条氏に関わる城郭は県内にも多い。玉縄城 ・津久井城 ・河村城 ・丸山城などが著名であるが、これら

の城郭から発見された堀は、小田原城の堀ほど傾斜角度が急ではなく、 40~60゚ が多い。これが支城の特徴

であるのか、後世の改変の影響なのか判断はできなかった。規模で見るならば、上幅 10m以上、深さ 5m以

上の堀も見られ、小田原城と比しても見劣りはしない。また、確認された堀底形態は何れも 1-Bであるこ

とは注目に値し、地山を掘り残して構築している。これらの城郭からは竪堀も確認されている。形態は薬研

形 ・箱形両方見られる。傾斜角度は 30~40゚ と比較的緩やかだが、規模は上幅 10m以上と大きいものが多

い。竪堀はその性格上、配置と規模が重要であり、法面の角度はこの角度で十分であったのだろう。他方、

津久井城は小さな堀を連接させる構造で、他とは大きく異なる。検出例が増えてからこの意味は考えなけれ

ばならない。

以上、中世を前期と後期に分けて考察してきた。断面形態に関しては前期 ・後期とも薬研形 ・箱形ともに

見られるが、堀障子などの堀底形態は中世後期以降でなければ見られず、城郭と称される遺跡でなければ見

られない。前期は堀と呼べそうなものが少なく、規模も小さい。それに比べ後期は大きい傾向はある。また、

方形居館より城郭の方がより大きい堀が多い。これが機能差によるものなのか今後も議論が必要である。今

後は城館内での位置により、規模や形態に差が見られるのかという点について検討する必要があるだろうが、

検討資料の追加を待ち、再検討したい。 （松葉）

註

(1) 本プロジェクトで行ってきた「神奈川の中世城館(1)~(4)」については、以下「(1)~(4）」と省略する。また、各用語の定義な

どはこれまでの報告に準じている。

(2) 基礎データ集成で使用した報告書の出典については 「(1)~(3)」を参照頂きたい。なお、集成後に刊行された報告書や遺淵分につ

いては適宜触れていく。また 「（4)」で掲載した文献については紙幅の都合上省略する。前出を参照願いたい。

(3) 「（3)」では断面形態を 「箱」と記載していたが、「薬研」の誤りである。 ここで訂正しておく。
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